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は　’じ　め　に

　本書は，昭和40年度における研究および事業について述べたものである。

40年度において，研究所として持筆すべき事は，多年の希望がかなって

電子計鐸機（HITAC　301G）を年度宋の41年3月から使屠し始めたことであ

る。今後電子計算機を利用した各種の調査。研究が期待されると共に，新し

い研究分野が開かれることであろう。

　なお本年度から雷語地図の編集刊行が6年間継続事業として姶まった。

　40年度内に刊行したものは次の通りである。

　　　　　　戦後の繭民各層の文字生活　　　　　　（報告29）

　　　　　　日本欝語地曄ζ1　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告30）

　　　　　　園語年鑑（昭禰40年度版）

昭和41年！0月

国立国語研究所長

　　　　岩　淵　悦　太　郎
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昭和40年度の調査研究のあらまし

本年度の研究項目および分担は次の遡りである。

　（！）現代語の文法の調査研究

　（2）動詞・形容詞等の意味・胴法の記述的研究

　（3）臼本言語地図の編集と刊行

　（4）各地方言の共通語との鮒照的研究

　㈲　中学生の書軸習得に関する研究

　（6）幼児の言語発達に関する準備的研究

　く7）養語の表現機能と伝達効果の研究

　（8）明治時代語の調査研究

　（9｝電子計算機による大量語彙調査の準備的研

　　究

　⑯　社会構造と野手の閣係についての基礎的研

　　究

　⑳　現代語における漢字ならびに表記法に関す

　　る調査研究

　圃　卑語関係文献の調査

　⑱　国民各層の轡語生活の実態

話しことば研究室

書きことば概究室

地方言語研究室

園語教育研究室

轡語効果研究室

近代語緕究室
第1資料研究室・

言語計量調査室，

第2資料研究室

第3資料研究室

（1）「現代語の文法の調査研究」は従来「話しことばの文法の調査研究」として

　実；施してきたものの継続と充実である。前年度：に引き続き語順等の研究と

　イントネーシ。ンの研究を行ない，新たに句関係の研究に着手した。

②　「動詞・形容詞等の意味・用法の記述的研究」は，前年度に引き続き，現

　代の文学作品について用例を採集し，語彙調査ですでに得られている用例

　に加えて，その意味，用法を詳しく記述し，また，動詞・形容詞以外でも

　注目すべき用語の採集を行なった。

　　　　　　　　　　　　　　　一　1　一



（3）「日本言語地図の編集と刊行」は，これまでの「日本言語地図作成のため

　の調査」に基づいて6か年計画で躍本書語地図の編集と刊行を行な5もの

　で，本年度は音声に関する項目と形容詞に関する項思について作図した。

　同時に，この資料の性格を検証するための調査を行ない，田本転語地図に

　関する地方研究員全国協議会を開催した。

（4）「各地方欝の共通語との紺照的研究」は第3年度として，鹿児島市および

　秋田市方言の録音テキストの再検討と印刷，秋田市方雷の質聞調査等を行

　なった。

（5）「中学生の言語習得に関する研究」は従来「中学校生徒の二二能力の発達

　に関する研究」であったが，今年度から課題を漢字習得にしぼり，習得文

　字の種類，その経路等について追跡調査と作文調査などを行なった。

㈲　「幼児の言語発達に関する準備的研究」は今年度新しく開始したもので，

　麟内および海外の文献や研究物を集めて展望を行ない，全国的に幼稚園・

　保育園および研究者に呼びかけて，論語・文字の資料を収集・整理し，研

　究法確定のための小調査を行なった。

（7）「吉語の表現機能と伝達効果の研究」は，従来から継続の「欝語表現にお

　ける素面の効渠の研究」に加えて，新たに「文の形成過程にあらわれる伝達

　機能の発達の研究」を開始した。前者は文学作晶から採集した文について

　主語の機能を調査し・後者は幼児の談話を録音して文表現が成立して行く

　過程を調査しようとするものである。

⑧　「明治時代語の研究」は，前年度に引き続き，明治文献の分類整理，明治

　初期文献の用字調査，および明治初期生まれの’古老の談謡の録音採集等を

　行なった。

⑨　「電子翫算機による大量語彙調査の準備的研究」は昭和38年度以降電子

　計算機の導入について研究してきたことがいよいよ具体化したもので，

　41年度から大規模の調査が始められるよう，語の単位分割の基準の検討，

　漢字テレプリンタ入力方式の検討，漢字テレプリンタによる用語総索引作

　成プnグラムの作成などを実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　一　2　一



⑳　「社会構造と書語の関係についての基礎的研究」は，今年度新しく開始し

　たもので，特定農村の社会構造・社会生活と言語・言語生活に関する記述

　的研究を行なうため，福島県保原地区および茂庭地区について，方器体系

　の記述，言語鎌脚の実態の研究等を実施した。

q3　「現代語における漢字ならびに表記法に果する調査研究」は，前年度に引

　き続き，表記のゆれ，とくに送りがなの閲題，漢字とかなの使い分けの問

　題点について調査を行なった。

⑬　「綴語関係文献の調査」は例年の通り新聞・雑誌・単行ホについて調査を

　行ない，隅語勢錦の資料として整理した。

⑱　「離眠各層の言語生活の実態」は，昭諏37年度P38年度に行われた「国民

　各層の言語生活の実態調査（A）（B＞」について，それぞれ集計整理。記述が続

　げられたもので，その㈱の長岡市における市民の齋諮生活調査にさらに補

　充調査を加えたものを，報告29『戦後の国民各暦の文字生潅1として刊行

　した。

本年度の研究組織は次の通りである。

◇第1概究部　　　静　長　林　　　　大

　話しことば研究室　　宮地　　裕（室長）

　書きことば研究室　　見坊　豪紀（室長）

　地方誓語観究釜　　　上村　幸雄（室長）

　　　　　　　　　　カr碍湊　　tl三イ書

◇第2研究部

　岡語教育研究室

　早島効果研究室

◇第3研究部

　近代語研究釜i

部長輿水実
　　芦沢　　節（i胴長）

　　天野　清

　　高橋　太鄭（i蓋長）

部　長　山田　　巌

　　永野　　贅（i叢長）

　古代籍研究塞開設準備室準備主任（併任）

◇第4研究部　　　部　長　大石初太郎

第1資料研究室 林　　四郎（室長）

　　　　一　3一

鈴木　重幸

頭尾　寅弥　　富島　達夫

野元　薦雄　　徳川　宗賢

村石　昭三　　根本今朝男

大久保　愛

進藤　咲子

山田　巌

石綿　敏雄　　南　不二男



　　　　　　　　　瞬中

第2資料研究室　　　飯豊

第3資料研究室　　　斎賀

雷語計量調査室室長（併任）

章夫

毅一（室長）

秀夫（室長）

林　四郎

松本　昭

渡辺友左

土屋　信一一

斎藤　秀紀

高田　正治
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現代語の文法の調査研究

A目的。意義

　現代日本語の文法を，その個別的文法事実の調査分析にもとづいて，文や

句や文節の溝成など，文法の各分野ごとに組織的に記述することを鐸ざす。

　従来，この三三室で扱ってきた話しことば資料（B常談話等および｝映爾シ

ナリオ）による文法研究の継続のものを含むとともに，書きことば資料に関

しても調査研究を行ない，また，一部については各地方誉の文法との対比的

調査研究をも行なう。これらによって，現代東京語，（ないしは共通語）を中

心とする現代日本語の文法を，璽要な個別的事実の調査のうえに，体系的に

研究し記述しようとするものであって，いままでの文法研究の手うすな分野

を開拓し，圏語教育や国語改善などの実践上の問題に鮒しても寄与するとこ

ろがあることを期する。

B　担　　当　　者

本年度のしごとの項騒としごとに当たった者は，次のとおりである。

1．語順等の研究（第3年度）一一鈴木重幸

2．句関係の研究（準備年度）一宮：地　裕

3．イントネー一一シeンの研究（第3年度）　　同上

　　衛藤蓉子がこれらの概究作業を助けた。

C　本年度の作業

　i語順等の研究

　この研究の第3年度として，映函シナリオの会話文による語順，およびそ

れに関連するシンタクス上の問題の研究をひきつづき行なった。

前年鷹でに，文カー・約・・，…枚（パンチカー・）を勧・その約・．号一の

　　　　　　　　　　　　　　一5　一



文について，それがどんな成分あるいは句から成りたっているかをカードに

記入し，その結果をカード周辺にパ’／チする作業を行なってきたが，本年度

は，それを受けて，

　（1）前年度からの作業の残りの処理

　（2）倒置のタイプの分析

　（3）目的語。補語を含む文の語順の分析

　（4）複合述語の調査

を行なった。この研究は来年度で終了の予定である。（資料とした作品につL・て

は前々年度および前年度の年報参照。）

　2句関係の研究

　複文を講成する句と句との関係については，従来の文法研究のうちでも，比

較的囲うすであったが，近年，国研報告2鎌話しことばの文型｛2駅構文の項）

その勉において，論究が進められてきた。この際，この分野の研究をさらに

おし進めることを企忙し，本年度はその準備として，主として文法カードの

作製を行：なった。

　当面第1期文法カーFと称するものを・明治。大正・昭和の文学作品（小説）

27種，3924ページ（昭和39年度年報11ページ参照）から劉巨製し（各20コピー），

第2期文法カードとして同じく38種，5172ページを予定し，その一部の

カードをも作製した。これらの文法カードは，本研究ばかりでなく今後の文

法研究資料として各方面に利屠し5るであろう。また，将来，第3期以降の

文法カードの作製を期している。

　本年度はこのうちから会話文の文をマークすることを行なった。その作品

名および文数は次のとおり。

成立年代

1　1911t－1913

　　　1913

　　　1914

　　　1917

作　　者　　名 作　　品　　名

有　島　武　郎

鈴木三電吉
夏　欝　漱石
久保照　万太郎

6

或
桑
こ
末

女
実
ろ
隠

る
の
エ

会話文のな1

かの文数i

le57　i1

1233　ii

1020　i

6s4　I

　　I



　　　”’1”’

成立年代i

　　　l
　　1謬

　　1？891

　　i謙i

　　lgza　l

1935”v193”“

1936　’v1938　1

　　1939　1，

滉瞬

｣
謝
能
羅
蹴

　
．
都
宗
沢
本
本
井
部
端
．
．

作
　
二
野
窩
窟
山
永
阿
川
堀
太

作　品　名

友　　　情
生まざりしならば

銀河鉄道の夜

イ申　　　子
波

つゆのあとさき

冬　の　宿
雪　　　甦1

風立ちぬ
富嶽押堀
（以」二A類）

掻諏あ・

’i　988
1　4，s3
i　；，561
i　’一一l
l　16441　5554

嘘1
11　162g
I　’gg，’

．一Lmrm．－－3g　i

計　16325

　　1912i
　　　…　　1915i
　　エ9151
　　　　　　1915i
　　19・　16i

　　191gi
1921～1922　1
　　1922…

　　1923　1

外
声
野
冊
三
寛
哉
平
声

膨
秋
春
之
百
　
直
善

圓
　
　
　
鐘

　
田
藤
け
細
四
賀
与
見

　
　
　
釘

森
徳
佐
芥
呼
野
志
長
里

．赫…藷…二阪『tt’tt’tT…「｝一叢「

あらくれ　1　1019
1燗の憂欝　i　348
羅生門　…　22
隊とその弟子　i　5047
恩讐の彼方に　　 i　　　154
肝腋行路（前篇）　i　1255

青銅の基督　i　1516
多情仏心ぐ齢）　1　3294

　　　　　　　　　　　　（ii；／　＿1：B類）　　　　　　　　喬計　　12865

　1929小林多甚二　蟹工船　　697
　1933谷崎潤一郎　春琴抄　　23
　1952　野　　宏　　真空地帯　　　2020
　　　　　　　　　　　　（以＿L二C類）　　　　　　　　　言十　　　　2740

（注）　A類は，その会話文のなかに，ほとんどまったく東京語以外の細雪

　や，現代語でない時代もののことぼを’含まない作晶。B類は，それら

　を含む作贔。C類は，ほとんどそれらによる作晶である。

会譜文を当面の対象としょうとするのは，地の文よりも文末が多様である

こと，比較的単純な複文が得やすいことなどによる。

3　イントネーシuンの研究

前年度にひきつづいて，文における音調の型としてのインFネーシ。ンに

　　　　　　　　　　　一7一



ついて，東京語による一一般的研究と，一型アクセント地帯のイントネーショ

ンの分析考察を行なった。

　一型アクセント地帯については，主として，すでに採録した鮒話資料のn・一一・

部（36歳の男性2人の農事に間する対話）を用いてその音韻表記を行ない，

その文節的まとまりごとのアクセント発話記録と紺比考察した。

　また下記について，雑談の録音を採集し，カナモジ化。共通語訳の資料を

作製した。

　茨城県結城市西の宮町　　鈴木　アサ氏（f。75歳）

　　　　　　　　　　　　鈴木　梅子氏（f・51歳）

　　　　　　　　　　　　滝沢芳太郎氏（m・67歳）

　この調査ならびに資料作製については・鈴木照郎氏・鈴木育子氏（学習院大

学文学部園文科闘年生）の協力を得た。

　末研究は来年度にまとめる予定である。

（付）寒しことば研究室として採録してきた東京語（共通語）の録音資料の一

　覧を付記する。この一覧の作製は，主として，柴崎香苗・衛藤蓉子の労に

よる。

（寓地　　硲）
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動詞・形容詞等の意味・用法の記述的研究

A　罠　的・意　義

　鷺的　現代語の動詞・形容詞等の意味。用法を，言語作品のなかで実際に

つかわれた用例によって記述すること。

　愈義　大量の用例をつかうことによって，従来よりもはるかにくわしく，

客観的な記述ができる。これは，将来の辞書編集の基礎となるとともに，意

味・用法記述の方法論にも寄与するものである。なお，この三三に薄して

は，「現代語誌記述のための基礎的研究」（代表者・林大）の題目で文部省科学

研究費（総合研究）の交付を受けている。

B　担　　当　　者

　見坊豪紀（動詞・形容詞等以外の用例採集）・西尾寅弥（形容詞・形容動詞

の記述）・宮島達夫（動詞の記述）が担当し，高木翠が作業を助けたc

C　本年度の作業

　前年度に引き続き・大量の用例カードを追加作成し，動詞・形容詞の意味

の分析・記述その他を行なった。

　1　用例採集の対象

　本年度は，第2年度として，明治・大正・昭和にわたる次の25の文学作

品から，動詞。形容詞・形容動詞を中心とした用例カードを作成したほか，

これと凋法上闘連のある自立語も広範囲に採集，カード化した。結果とし

て，今年度は新たに約43万枚のカードが作成され，延べ枚数は約60万枚に

達した。

　　　　　　　　　　　　　　一24一
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以上の作品は，1作家1作贔の方針にもとづき，次のような方法で選択し

た。
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（1）昨年度取り上げなかった作家の作品で，岩波・新潮・角川の3文庫に共

　通して収められている作品。△印をつけた6作晶がそれで，これらは岩波：

　文庫によった。

（2＞（1門外の19作品。これは岩波・新潮・角川のうちの2文庫に共通して

　収められており，かつ吉田精一編「日本文学鑑賞辞典（近代編）」（1960刊）

　に項目として取り上げられているものの申から選んだ。これらは新潮文庫

　によった。

　9　カード作成の方法

　カードの作成は，昨年度と同じくトーシャファックスを用い，リプリント

方式によって行なった。異なるカードの種類は8048となった。同じ種類の

カードは100枚前後ずつ作成したが，これは昨年度より多い。今年度は動

調。形容詞以外にも広く自立語を採集したからである。

　広く採集することにした理由は，たとえばある名詞と結びつく動詞・形容

詞にどんなものがあるかを名詞のがわから検索できると動詞・形容詞の意味

分析に便利であることと，将来の種々の調査研究のためにもこの際あらかじ

め資料を作っておこうということとであった。採集した語の範囲はおよそ，

固有名詞・数詞・感動詞。接続詞・代名詞・形式化した体言や用言を除く，自

立語の全般に及ぼした。（採集範囲外の語については，N　その他の用例の採集

の項を参照）

　lll意味の分析と記述

　今年度採集したカードの五十音順排列はまだ終了していないので，昨年度

採集したカードと雑誌九十種。総合雑誌の調査のカ・・一ドとを利用して，動

調・形容詞の意味の分析・記述を進めた。なお，動詞については，一語一語

の記述のほかに，意味上一群をなす動詞（さしあたっては移動をあらわすも

の）の概観的な記述に着手した。

　本年度・分析・記述した語は次の通りである。

　　　　動詞　のぼる，でる

　　　　形容詞　　　うすい，厚い，たかい，ふかい

　　　　　　　　　　　　　　　一26一



　草稿の一部分を下に掲げる。

　動　詞　の　部

　「でる」

　〔OOO〕　「でる」の屯つとも基本的な意味は，物体が他の物体から，また

は一定範囲の空關から，外に移動することである。

　この5ちで，用例の大部分をしめるのは，人間が建物やへやからでていく

’ものである。

　　　　　　　　　　　うち
　〇九時ごろ二人はその家を出た。（暗夜行路〔醗〕83）

　○彼女は圖書館を出た。（伸子〔上〕90）

　○蓮華寺を出たのは五時であった。（破戒　8）

　　　　　　　　　　つ　○私は奥さんの後に帯いて丁寧を出たQ（こころ　45）

　○まもなくみんなはきちんと立って禮をすると教室を出ました。　（銀河鉄

　　道の夜246）

　つぎに，空間的ではあるが一定の物体から「でる」ものがある。　この例は

ずっとすくない。

　○「起きるよ。」と，島村は女の手を握ったまま，勢ひよく寝床を出た。（雪

　　国　111）

　　　ヘ　　へ
　○おくみは墨型を出て電氣をつけた。（桑の実138）

　移動を表わす動詞の総論としては，移動の動詞の意味周法を区別する下の

ような特徴のおのおのについて分析する。

！）方

　a）

　b）

　　c）

　d）

　　e）

　　£）

　g）

　　向

上下　　　　 あがる／おりる

内外　　　　　はいる／でる

前後　　　　 すすむ／しりぞく

特定の点に対する方向　　　近づく／遠のく

話し手に紺する方向　　　　いく／くる

最初の出発点に薄する方向　いく／もどる

その他の方向　　　　　　いく／さかのぼる
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　h）　定・不定　　　　　　　　いく／さまよう

2）　距　離　　　　　　　　　　　　　はなれる／とおざかる

3）　段　階　　　　　　　　　　　　むかう／いく／つく

4）　結果と経過　　　　　　　　　　うつる／とおる

5）反復　　　　　　いく／かよう
6）　ようす　　　　　　　　　あるく／はしる

　以下にあげるのは，1）の。）「前後」の草稿の一一一一ZZである。〔〕内は要約

部分。

　　〔動物や乗りものについては，原則として，もの自体の構造によって「す

　すむ」方向がきまる。「馬がすすむ」「船がすすむ」というとき，これらは頭

　や船首のある方向に移動するのである。しかし，つねにもの自体の構造か

　ら「すすむ」の方向がきまるとはかぎらない。〕

　○電車は黄色い車鰹を悠長に日に照らしながら，少し走ったかと思ふとガ

　　タン，またガタン，とうるさく一丁目毎に止りながら進む。（伸子〔上〕63）

というのは，ニュ～實一クの市街電車だが，もし日本のと同じ構造だとすれ

ば，車体そのものには前後の区別がないものである。また，

　0田の面には，風が自分の姿を，そこに渚のやうな曲線で描き出しなが

　　ら，ゆるやかに蠕動して進んで居た。（田園の憂欝44）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　よつかど
　○その視点が，次第に遠く，尾張町の四角の方へ進んで行く時分に，（多

　　清仏心〔前〕160）

などについては，風や視点それ自身に前後が考えられないことはいうまでも

ない。

　以上のように，「すすむ」とは前に移動することだと規定するとき，その

「前」とは，かならずしも静止した状態で決定された方向ではない。いわばそ

れがすすんでいくことによって前後が決定するのである。とすれば，「すす

む」を「議への移動」と規定するのは同義反復であって，むしろ「一定方向への

移動」と規定すべきかもしれない。
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　形容詞の部　（「ふかい」の記述から）

　　〔意味区分のあらまし〕

〔000〕穴がフカイ；雪がフカイ

〔001〕　底がフヵイ；フカク沈む

〔010〕奥行がフカイ；しわがフヵイ

　　　とこ
（011〕床にフカクもぐる；朝日がフカク差しこむ

〔1〕　フカイ静けさ；沈黙がフカイ

〔20〕木立がフカイ；フカク茂る

〔21〕霧がフヵイ；フカク霧がおりる

〔22〕緑がフカイ；フカイ焦茶色；影がフカイ

〔3〕秋がフカイ，冬がフカイ；夜がフカイ

（4〕　関係がフカイ，フカイ仲；フカク結びつく

〔50〕　フカイ愛，フカク愛する；フカイ苦しみ，フカク苦しむ

〔51〕　フカイ興味，フカイ関心

〔60〕　フカク考える，フカク考察する；フカイ考証

〔610〕　フカク聞く；フカク追及する

〔611〕　フカイ理由；フカイ事情；フカイ原因

〔612）　フカイ意味

〔70〕趣きがフカイ；哀れがフカイ；味がフカイ

〔71〕　フカク眠る，フカイ眠り

〔72〕　思出がフガイ；贋意がフカイ；迷信がフカイ

　　〔草稿の一部〕

〔1〕以上にみた，空閲的な一種の量を表わす「ふかい」本来の意味は，空

　閻とは関係のない，さまざまの事象に転移しても用いられ，それに伴って

　その意味もこまかなバリエーシ。ンを起こしていく。

　　まずつ空聞的な意味での「ふかい」の形象がかなり生き生きと残存してお

　り，しかもそれが空間以外の事象に適用されている例を見よう。言いかえ

　れば「（空間的な意味での）ふかい感じがする」という意味の例である。
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　　○爆音が遠のくと，一層深い静けさがきた。

　　　（村上笹雄「JEIの上の太陽」中央公論　1956年3月　3111

　　0深い静寂の中に，ぽつんとホテルが立っていた。

　　　（丹羽文雄「母の忘却」小説新潮　1956年6月　299）

　　○不意に，五人用一座に来た沈黙は深かった。

　　　（多情仏心（前）106）

　　○暫くの間は深く沈黙を守ってみたが（或る女（前）28）

　　ここで注意すべきことは，「静けさ」「沈黙」など，静的なイメージを持つ

　語と「ふかい」が結びつきやすく，動的な意味の語と「ふかい」とは結びつき

　にくい点である。「ふかい騒ぎ」のよ5な結びつきは考えられない。波の立

　ち騒ぐ浅瀬とことなって，深い淵は静かであるというような君臨体験は，上

　のような比喩ないし転義を自然なものとして了解させる上の支えとなるで

　あろう。また，「ふかいナゾに包まれた事件」「深い神秘」のような結びつき

　もあるが，かくされたもの，とい5ような意味を持つ語も「ふかい」と結び

　つきやすいのであろう。

　W　その他の用例の採集

　上と同じ資料の範囲で，広く各種の自立語，造語要素，連語形式，特殊な

付属語のほか，まま表記の面にもわたり，動詞・形容詞等の採集にもれた用

例をできるだけ多く採集整理しておくことにした。これは，おのずから限界

はあるにしても，動詞・形容詞等の用例カードと相まって，一種の現代語用

例集を形成するものであり，同時に，種々の検索ならびに考察の用に立つべ

きものである。今年度は約6万枚のカードを採集したが，この結果，採集

カードの累計は，約焔万枚となった。これに動調・形容詞等のカードを合わ

せると，二か年で総計76万枚のカードを作成したことになる。

　採集した用例のごく一部を山本有三1「波」（1928年）について示す。（i数字は

岩波文庫本のページi数）

　　　　　　あと
1　複合語の後部分

　　　紙／溺（6）　とんぼ／返り（6）　物／干／竿（22）　今／し／がた（13）
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　　電車／通り（6）　古／新聞（7）　屈折／する（7）　停留／所（6）

2　慣用的な連語形式

　　生肉のにほひが鼻を打って（6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ざま
　　こんなところに突つ立ってるると態がないや。（7）

　　　　　　　　　　づら　　行介はちよつと小面がにくいやうな氣がした。（40）

　　その上どうかすると（6）

　　さういふわけで奄ないが（13）

　　飲まない先からその調子ぢや（14）

　　一髄細君なんてものは（14）

　　足袋の中に手紙を入れておく奴もないものだ。（25）

3　助調。助動詞類

　　君なんかは半人前ぐらみの値打つきりないんだぜ。（20）

　　そりや教壇に立つた時の話だあな。（21）

　　おきぬがど5そしたのですかQ（29）

4　促音をともなう語

　　彼は〔ほこりで〕赤つ茶けた風に押されて歩いた。（6）

　　牛肉を買って行ってやらなくってはならない。（6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からだ
　　吹きつさらしの中を冷え切って帰って来た朧には，（11）

5表　　　記

　　二丁は手探りで電燈を探し，スヰッチをひねった。（！1）

今後の予定

　41年度以降，約4～5年闘で，動詞・形容詞のお¢）おのについて，分析・

記述の一一応のまとまりをつける予定である。　　　　　　　　　（見坊）
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日本言語地図の編集と刊行

　「日本言語地図作成のための調査」は，昭和39年度に完了した。地方言語

研究室では，昭和40年度以降，6か年計画で，日本需忌地園の編集と刊行

を行なう。毎年50面ずつ6年間で，計300面の地図を刊行する計画である。

　ホ年度は，音声に関する項目，および形容詞に間する項Rについて作図し

た。昭fll　41年度は，動詞に関する項目について，昭和42年度以降は，名詞

に関する項目について作図する予定である。

　編集と刊行に関する業務は，室長上村幸雄，室員徳川宗賢，岡加藤正信

が分担し，白沢宏枝，芥揖豊子が補助したが，非常勤職員W．A．グロー

タースが加わり，さらに多くの人々の協力を得た。氏名は，地図第1集の付録

「各図の説明1」のまえがきに示してある。

　作図の手続きの詳細については，機会を改めて報告したい。

　別に，編集・刊行の業務とは直接関係ないが，本年6月，高知市において，

「日本言語地図作成のための調査」によt，て集められた資料の性格を検証する

ための調査を行なった。「臼塞言語地図作成のための調査」では，各調査地点

で，男の老人1名について方言を尋ねたが，この調査では，居住経歴の異なる

ものについて，各地点2名以上について，女について，少年について調べた

場面，どの程度結果が違ってくるか，また，質問方法を変えることによっ

て，どの程度結果が違ってくるものか，確かめた。参加者は，徳川宗賢，加

藤正信。調査の内容および結果の詳細については，機会を改めて報告する。

　なお，昭和40年11月9日～10日目開かれた，国立国語二面所地方概究

員全国協議会において，「日本言語地図」に関して，次の発表を行なった。

　調査の実施と整理の経過および魚沼晶晶の報告

　検証調査についての報告

　作図についての説明，原図供覧

各報告に関して，質疑応答があった。
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徳川宗賢

加藤正信

徳川・加藤

　　　（徳川）



各地方言の共通語との対照的研究

　　　　　　　　　　　　A　冒的と意義

　地方における共通語の教育，ことに共通語の文法の教育に役立つ資料を得

るために，各地方言の文法と共通語の文法とを奴照的に研究する。あわせ

て，昭箱41年度以降に地方研究員に依頼すべき研究の準備を行なう。

　　　　　　　　　　　　B　計画の概要

　研究期間は紹和38年度から40年度までの3年間である。また，対象とす

る方言は，秋田市・鹿児島甫・京都市の3方言とする（研究方法および，38年

度，39年度の積究経過については，国立国語概究燐年報15のP・22似下，および同16

のP。30以下を参照）。

　　　　　　　　　　　　C　40年度の経過

　40年度にはつぎのことを行なった。

（1）地方研究員の委騒

　　40年度は，B本言語地図の作成と刊行の第1年度にあたり，地方欝語

　研究室がその仕事に忙殺されたため，地方研究員に対しては臨地調査を依

　頼しなかった。かわりに，つぎの二点について記した報告書（200字づめ原

　稿用紙20～30枚程度）の提出を求めた○

　　イ．今後の方醤研究とくに地方研究員に依頼して行なうべき方雷研究一一

　　　般についての意見と希望

　　ロ．臼本言語地図作成のための調査完了に際して，今後に残された問題

　　　点とそれについての意見

　40年度の地方研究員には，「日本言語地図作成のための調査」を4年間以

上分担した次の51名を委嘱した。
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　　勤　務　先

北海道大学文学部（助教
授）

北海道学芸大学（助教授）

札幌市立東栄中学校（校
長）

弘前大学教育学離（教授）

岩手医科大学教養部（教
授）

秋田大学学芸帯同（教授）

山形大学文理学部（講師）

東北大学大学院（学生）

累立田村高校（教論）

茨城大学教育学部（助教
授）

宇都宮大学（助教授）

県立高崎工業高校（教論）

川越市立城南中学校（教
諭）

徳島大学学芸学部（講師）

茨城工業高等専門学校
（講師）

儒州大学文理学部（助教
授）

静岡大学人文学部（助教
授）

県立柏崎高校（教諭）

金沢大学教育学部（教授）

福井大学（教授）

山梨大学（助教授）

三水第二中学校（校長）

県立岐箪商業高校（教諭）

静岡大学教育学部（教授）

名古屋市立大学教養部
（助教授）

名古麗大学文学部（助手）

県立虎姫高校（教論）
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　　　　住　　所

札幌市月寒蔭3条5丁国

札幌市北23条西7丁員

北海道札幌郡手稲田丁西野79

弘前市袋町20

盛岡市山岸町1丁目1の2

秋田市手形東新町1

山形市緑町2丁蟹ヱ0の2

仙台市福室字松堂市営往宅
LB32の姶5
福島県田轡郡三春町大町駄

水戸市石川町遂043の2

宇都宮市一ノ沢晦1の61

沼田市西禽内町810

川越市南通町gの17

徳島市北島田町1の111の8
梨営倥宅矢三団地28号

勝田市中根長堀6の6

長野市淀ケ橋梛町アパート
B14の1
静岡市北安棄694の6

柏綺市柏木町1255の194

石川県河北郡津幡町字清水
ホ313

福井市乾徳4丁目3の26

山梨県中巨摩郡由根町再々
3062

長野県更級郡更北村中氷鉋
1089

岐阜市旦の島402

静挿到市；tヒ安東628

名古屋市中村区大秋町3の
26

名古屋市東区山田東町3の
108第一郷荘ほ号

長浜市北新町4の4
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（2）地方研究員全國協議会における報告と協議

　　11月9，10の両日に地方研究員全国協議会が行なわれた。この協議会

は，「日本言語地図作成のための調査」の結果について・研究所が地方研究

　員に対して報告を行なうことをおもな目的として行なわれたが，席上，
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奥　村　三　雄

遠　藤　邦　西

前　照　　勇

和　　田　　実

岡田荘之輔
西　宮　一　出

村　内　英　一

広　戸　　惇

岡　　義　重

虫明吉治郎
村　岡　浅　懸

屋　波　　　陽

寓　城　文　期

近　石　泰　秋

田　山　正　世

土　居　璽　俊

都　築　頼　助

小野志真男
秋　山　正　次

糸　井　寛　一一

岩　本　　実
上　村　孝　二

仲宗根政善
外　閲　守　善

岐阜大学学芸学部（助教
授）

京都大学大挙院（学生）

大阪学芸大学（教授）

神戸大学教養部（助教授）

皇学館大学（教授）

和歌山大学（助教授）

島根大挙文理二部（教授）

堅立岡山操山高校（教諭）

大野中学校（校長）

県立下関南高校（教論）

徳島大学学芸学部（教授）

香川大学学芸学部（教授）

新繊高校（教論）

高知大学（助教授）

福瞬学芸大学（教授）

佐賀大学教育学部（教授）

熊本大学教育学部（助教
授）

大分大学学芸学部（助教
授）

宮騎大学学芸学部（教授）

鹿児島大学法文学部（教
授）

琉球大学（教授）

琉球大学（助教授）

岐阜市長良六本松大学佐宅

京都市左京区岩倉花園町
403大久保方

大阪市東住吉区田辺西町6
の34

神戸市垂水区神田町3の6

兵障県美方郡温泉町湯

伊勢市中村町30の14

和歌山市片岡町1の1

出雲市今市町元宮町

島根県簸川郡斐川町

岡山市津島2413の15

広島県佐イ霞郡五冒市町屋代
121

下関市みもすそ川晦6の35

徳島県那賀郡那劃il田丁島尻
931の2

高松市九番町8公務員宿舎
41

今治冒了量可南田∫2了癬267

高知市弥生町44

福岡市高宮玉川町56

佐賀市赤松町中館93

熊本市若葉町36の12

臼杵了拝享擦添19G

宮崎市下水流町190の1
鹿児島磯丁武昭丁965

那覇市字大道262

東京都杉並区上荻窪1の57



　（1）によって40年度地方研究員が提出した報告書の内容の紹介と，今後の

　地方研究員制度のありかたについての協議も行なわれた。

㈲　鹿児島市および秋田市方言の録音テキストの再検討と印刷

　　昭瀦38年度に作成した鹿児島市および秋田市の録音テキストについて，

　上村孝二氏（鹿児島大学教授，圏立国語研究所地方研究員），北条忠雄氏（秋田大

　学教授，国立国語研究所地方研究員）の協力をえて，内容の再検討を行ない，

　うち，鹿児島の分については「鹿児島市方言録音資料」（国立国語研究所地方

　言語研究室編，非売贔）として，タイプ印刷にした。

（4）秋田市方言の質問調査

　　秋田市において，インフォーマント3名について，文法に関する質問調

　査を行なった。インフォーマントの選定その他については，北条忠雄氏お

　よび，井k章（秋田大学助教授）の協力をえた。

｛5）昭和狙年度以降の地方研究員に依頼する研究についての準備

　　これまでの成果をもとにして，41年度以降に地方研究員に依頼する文

　法の調査のための，調査票を作るしごとにとりかかった。

D　今後の予定

　この研究は，41年度から主として地方研究員に依頼して行なう予定の

「全国方轡文法の欝比的硫究」のなかに解消されて引きつがれる。研究成果

もその一部として発表していく予定である。

E　担　　当　　者

　i担当者は地方言語研究室の次の3名である。

　　上村幸雄　徳揖宗賢　加藤正信

　本年度は主としてk村が担当した。また，白沢宏技と芥川豊子（第4研

究部）の2名がこの研究を補助した。

（上村）
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中学生の言語習得に関する研究

1　中学生の漢字習得に関する研究（継続）

A1 ﾚ的・意義・担当者

　中学生が義務教育課程終了までに，どれくらいの漢字をどのようにして習

得するか，中学校3年間にわたり，事例的に，特定個人についての漢字の習

得状況を量的・質的に追跡調査し，中学生の文字習得の可能な量とその習得

状況。過程・要函を推定しようとするものである。

　昭湘39年度から着手，昭和40年度は，芦沢節・根本今朝男の分担，川又

瑠璃子の補助によって行なわれ，そのうち根本今朝男は，作文による漢字使

用の実態調査を主として担当（別掲），川又瑠璃子は，調査の実施・集計整理

など，作業の全般に参加した。また，一定期閻，数名の臨時補助者が，一部

の集計作業を助けた。

B　これまでの経過

　中学生の漢字習得を研究する方法として，当用漢字全数音訓読み書き調査

を行なった。これは，中学生の漢字力をできるだけくわしくみるために，事

例物置の方法をと砂，当用漢字を中心に（表外字にも及ぶ）全数調査を実施し，

それを中学3年間継続して追究するもので，全数調査をたてまえとするの

で，調査方法として消却方式をとり，まず昭和39年度入学の時に全数調査

を実施し，その後の調査で正しく読み書きができ習得が安定したと認められ

た文字は調査頬象からはずして，徐々に親しく表外字をさし加えていくとい

う方法をとった。

　調　査　方　法

　（読み）当用漢字（1850字）を当用漢字音訓表で認められている音調全部に
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　　わたって調べる。

　　　カードによる1対1方式（個入調査）で読みの力を追究する。

　　計表に反応を詳しく記入する。

　（書き）　問題用紙に記入させる。集団調査

　　文字の意味が出やすい文脈や語句を与えて，目的の文字を記入させる。
　　　　まど　　　　　　　　　　　せいれき

　　例　［］をあける。　函口1964年。

　読みでは，音訓両方にわたったが，書きでは，原則として，生徒に親近性

　のある読み方をとった。（問題のあるものは，音・訓両面にわたって欝かせた。）

　　　用紙教育漢字16枚教育外面用漢字22枚

　　表外字の読みの調査

　生徒が弛教科その他の読書，テレビ，広告，看板などの文字環境から自然

に習得する表外字はどの程度のひろがりをもっているかを推定しようとする

もので，当誌面所で，雑誌九十種の用語用字調査で行なった漢字表における

表外字を中心に，他の諸資料から得た表外字の読みの力を見る。文字を示

し，その読みをたずね，なお，何で，どこで，どういうことばでなど，その

文字の習得の経路などをできるだけ記入させる。

　調　査　対　象

　調査の実施協力学校　北区面付中学校　（校畏　長谷璽幸氏　園語ま：任　吉村

　　安夫氏　北区教育委員会指導主事　出原正志氏推薦による）

　被調査者　昭和39年度新入生8人　（男子4・女子4。知能・顯語学力等学級

　　で中位のもの）

　以上のような規模で，全数調査を，2圏（第1回昭和39年4月～7月）（ij　2

國昭和39年12月～40年3月）実施し，その結果，漢字の読み書きの力（とく

に教育漢字）は一応あるが，音訓をつくして読めるという立場からは問題が

あること，漢字を書く力は教育漢字の高学年用の漢字がやはり書けないこ
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と，表外字の読みは，200字程度ならば，かなり接近度が高く，読める字が

多いことなどが認められた。

C　本年度の作業

　本年度は，この研究の第2年めにあたる。次のような研究計爾を立てて実

施した。

　　計画と実施
〔計　画〕

　1　昨年にひきつづき当用漢字全i数音訓読み書き調査を行なう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年聞　2回

　ll　漢字習得上の問題解明のためのテストを実施する

　　　特定の鮒象生徒の全数調査の補いとして，全数調査での問題点や習得

　　の確度を吟味したり，漢字習得上の問題を解明したりするために，該当

　　の学年の中学生（集隣）に検証テストをおこない，全数調査の結果の解釈

　　資料，次の調査への修正資料を得る。

　1のb　対象生徒の漢字の習得要因資料の収集・整備をはかる

　　　漢字の習得要因資料として学校での成績その他の資料を参考にし，他

　　の国語学力，読書力など，標準テス1・の結果との關係をみる。

　Il臣作文等によって，調査・テスト等の意図的場面によらない自然のまま

　　の中学生の漢字の使用力の実態を見ておく

　W　この概究調査の方法や成果の解釈に資するということを考慮して，漢

　　字調査資料の収集整備をはかり，なお，前年度から継続中の，中学校国

　　語科教科書の主要語句調査を統行ずる。

〔実施〕

　1　当用漢字（1850字）の全数音誕読み書き調査（付表外字の読み）の実施

　　第1圏　当用漢字全数音訓読み書き調査（表外字の読み　322字）

　　　　　　　　　　　　　　　40年6月18日～7月21臼　延べ10回

　　　　　　　　　　　　　　　（1圓のテスト所要塒濁は，放課後の旧聞を

　　　　　　　　　　　　　　　一39一



　　　　　　　　　　　　　　　利用し　約2時問，1年の時より，消却文

　　　　　　　　　　　　　　　字がふえてきたので，謂査の延べ回数は短

　　　　　　　　　　　　　　　縮されてきた。）

　　第2回　当用漢字全数音訓読み書き調査（表外字の読み　668字）

　　　　　　　　　　　　　　　41年3月14臼～3月24H　延べ　8回

　皿　漢字習得上の問題解明のためのテスト

　　　同一の対象生徒に，同じ文字を，音訓全般にわたって継続的に調査す

　　るので，習得上の問題点がいろいろ出る。すでに，第1回の調査結果から

　　　　読みにおける，音劃の難易とその習得の不均衡の閾題，小学校の段

　　　　階で，学習するたてまえの教育漢字における読めない音訓の問題

　　　　書きにおける，教育漢字の小学校中・高学年用の文字の習得不振の

　　　　問題

　　などが習得上の問題点としてみられたが，2年生の第1回（通算第3回）の

　　当用漢字全数音訓読み書き調査の結果で，さらにそれらが確かめられた

　　ので，この漢字習得上の問題点の解明を期して，漢字調査を行なった。

調査の実施校

　　　　　　　　　　　　校長　　　　国語主任　　　　実施時期

北区稲付中学校　　　長谷重幸氏吉村安夫氏41年1月24H・26日

新宿区四谷第二中学校　富田義雄氏　久保田吉彦氏　41年2月4日

江東区砂町中学校　　　山末寛太氏　新井　　章氏　41年2月8日・15日

教育大学附属中学校　　鈴木　　清氏　長谷三三正氏　41年2月17日・18日

武爾献ｮ申轍蝿幸三氏久細勝蔵氏・・年・月…

　　　事例調査の対象生徒のいる押付中学校および，教育的環境がととのっ

　　ているところ，地域的に環境が不備なところなど，生徒の漢字力が幅広

　　くわかるよ5に，学校を選び，各学校の2年生の2学級分の生徒にテス

　　トした。（武蔵野中学は，特殊事情のため1学級分）

　調査の問題

　　　　　　　　　　　　　　一4（　一
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舅口 題陣釧 ねらいと構成
実施上の
注　　意

9

漢字の音よみ

瞬害團ll鍵羅1審　

　問題2～5は，8人の事例講査の結果や，問題の握出方法等の検証テストの性格を

もち，聞題6～10は，事例調査の結果，漢字習得上，問題となると思われる点を，追

究するために，重点的，発展的に，問題を構成し調査するもの。

　　　　　　　　　　　　　問題用紙10枚　　　　所要時聞約150分

　至のb　要照調査の実施と資料の収集

　　　頬象生徒の漢字習得に関係があると思われる諸要因を明らかにしてお

　　くことは漢字の習得過程を知る上に重要であるので，学校における各教

　　科の成績，各種のテスト結果などの諸資料の収集整備につとめる一方，

　　われわれの手で，いろいろのテストを実施し，要因資料の収集につとめ

　　た。テストは対象生徒だけとし，だいたいの位置づけができる利点を

　　とって，市販の標準テスFの中から選んだ。

　　　1新・標準綜合学力検査（麟語中2）　　40年12月13B実施

　　　2教研式総合読書力診断テスト（中学生用）　ク　ク　ク　　ク

　　　3クn一ズ式読書力検査（中学生用）　　40年ま2月16日！！

　　　4京大NX知能検査　9－15　　　　　　ク　ク　グ　　ク

　　　上記テストの実施の結渠，8名とも，国語学力。読書力。知能におい

　　て，だいたい申位ないし中の上ぐらいのところに位置していることが確

　　かめられた。

廻　作文による中学生の漢字使用に関する実態調査

　　　作文によって，調査，テスト等意図的場面によらない自然のままの中

　　学生の漢字の使用力をみるもので，後に掲げる。
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IV　漢字調査資料の収集整理および中学校国語科教科書の主要語句調査

　　この二つの調査研究は，それぞれ独立するものであるが，当面，中学

　生の漢字習得に関する研究のための基礎的資料を得ることを主目的とし

　て，随時進められた。

　　漢字調査資料の収集は，今年度は，従来の漢字学習指導についての展

望ができるように漢字学習指導についての参考諸文献を必要に応じて収

集（25点），また収集不能のものは，将来，複写できるように，その所在

　を確かめる（例「中学校二入学セル当初ノ生徒ノ漢字二関スル知識ノ三三」森本

角蔵く大13＞）などして，資料の収集整備につとめた。

　　中学校国語科教科書の主要語句の調査は，前年度に引きつづき（前年

　度までに4種の繭語教科書について：主要語句約600◎語（句）を採集した）さらに

一種の教科書の主要語句を採集，計8000枚のカードについてパンチヵ一

　ドへの記入および，1部項欝のパンチ化をすませ，5種の教科書につい

　て，語・句ごとに，提出教科書名，提出学年，初出ページ，漢字・ひら

がな・漢字かなまじりなどの文字別，提出文脈等がわかるところまで整

備された。

　　結果のあらまし

1　当絹漢字全数音訓読み書き調査

　結果については，整理中のものもあるので，第3回（2年1学期実施）の

全数読み書き調査の結果を中心に，その概要だけをあげておく。

　第3回の当胴漢字全数読み書き調査（付，表三二322字）の結果を数量的に

みると次のようで，第1表は教育漢字・教育外当用漢字・表外字（雑誌九十

種の用字調査「現代雑誌九十種の用語用字一漢字表」で，度数9度以上の表外字）

が，第1回入学時の調査結果と比べて，どの程度読み書きできるように

なっているかをみたもの。第2表は，これも個入劉には，それぞれどれだ

．けの文字が読み書きできるようになったかをみたものである。第1・2表

で読めた（正答）というのは，従来の漢字調査の結果と比較するた（→47ぺ）

　　　　　　　　　　　　　　　一43一
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瞬
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謝
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ll
k懸
膿
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遡
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．
（
垂
1
璽
．
調

（
第
3
表
）
　
教
育
漢
掌
（
88
i掌
）
音
訓
読
み
書
き
調
査
結
果

× 男

読
み
：
潜
き
と
も
完
了

x
＼
＼
．
馨
盟
1・
黒
川
劉
毫

K・
M
71
7字
！
　
5
7　
77
4

（
s
l．
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）
1

　
　
　
　
　
　
（
6．
5）
i　
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87
．
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T

　
　
　
　
　
　
　
　

（
・
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鍔
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・
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E．
48
1

（
6
3．
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．
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．
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．
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．
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3
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5）

　
17
0

（
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．
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1〈
　
・
　
1

［
K
．
R

読
　
み

2回
爾
ま
で
に
3回
目

（
第
3
嗣
調
査
〈
2
年
1
学
期
〉
ま
で
に
，
音
訓
を
考
慮
に
入
れ
て
文
字
轡
褐
の
状
況
を
く
わ
し
く
み
た
場
倉
。
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．
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．
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．
9）
　
1

　
　
ミ
　
33
i

（
3．
8）
i

　
　
i．

7g
pl

．
曾
P｛
IL

s2
11

（
9
．
3
）

61
71

（
7e
・
o）
i

　
i
12
2i

（
13
．
s）
1

閉
鎖
i
・
匝
黒
川
嬰
1
．
残

65
屡

（
74
’
D2
）
　
］
・

　
　
　
｛

gb
l／
39
9？
．
L．
um
s／
i，
fi
・
ii
l？
．
」

鋤
（
謝
（
・
鍔

12
・
15
77
　
3・
4・

（
13
．
6）
i

　
　
　
　
　
　
　
i（
34
．
5）

　
　
　
　
（
65
．
5）

　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
ミ

11
21
　
　
　
　
　
60
51
　
27
6

（
・
2・
7）
1（
68
・
7）
i（
3・
・
3）

2g
sl
　
．
．
i4
d

（
33
．
8）
i

　
　
　
　
（
16
．
6）
　
1
　
44
4

（
50
．
4）

　
26
61

（
30
一
D2
5
i

　
　
　
1

　
i
30
1

（
i4
：
g5
1i

　
　
　
j

6g
．
si
l　
．
．
．
　
z6
i
堰
@．
n
．
7
．
7
－
g
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
87
．
5）
1

（
78
．
9）
ii
　
（
8．
6）
i

　
　
　
j　
　
　
　
　
　
i

s2
31

S［
ti
il
：
i！
13
4）
．
11
1

5
f
i
p
’
h

fy
se
）
．
L．
一
．
si
i

　
11
el

（
12
．
5）
il
　
（
64
．
4）

　
　
　
1

，
，
，
ig
91
　
11
2

（
12
．
7）

　
　
’
t

　
69
2

（
7
8
．
5
）

　
　
　
　
　
　
　
く

　
28
　
　
　
　
85
11
　
　
　
　
3G

（
3．
2）
　
　
　
（
96
．
6）
1　
　
　
（
3．
4）

　
　
　
　
　
　
　
　

剛
’

m：
6
5
1
1
2
3
・
．

（
7
・
o
≧
」
！
7
3
・
9
）
…
（
2
6
・
1
）

（
圃
（
・
鍔
1（
・
謂

（
、
聯
講

　
62
0

（
70
．
4）

　
　
　
　
　

（
・
丑
ll
ii

　
7
s
7
1
　
s
3
1

（
85
．
9＞
1　
（
6．
0）
1

瀟
「
嘱

　
　
　
　
　
（
8
．
9
）
，

70
sl
　
」
r7
1

fs
c．
42
ir
mh
SS
’
li
l・
5）
L

　
9
ま
6
1
．
．
．
．
…
7
ヨ

（
gi
lg
51
　
（
s．
bl

　
G
4
5
1
　
23
6

（
73
．
2）
・
　
（
2
6
．
8
）

　
　
　
’

　
7
6
5
1
　
11
6

（
sc
3L
s’
T」
，
　
（
i
3
：
2
5

　
　
　
　
　
　
54
6

　
26
1

（
29
．
6）
II
　
（
62
．
0）

　
　
　
　

　
46
3i

（
52
。
6）
i

　
　
　
　

　
io
gl

a2
・
4）
　
1

sr
z2
1

（
64
．
g）
1

（
・
ま
l
l
i
　
　
　
1’

（
，
摺
i

　
　
　
i

　
　
　
　
7
1
i

（
8
．
1
）
i

　
　
．
．
1．

17
住
。
）

1？
41

（
14
．
1）
i
（
67
．
3）
　
1

6
1
7
L
　
26
4

　
　
　
（
3
0．
0）

　
：

5
9
3
1
　
28
8

　
1
　
　
　
（
32
．
7
）

　
1



めに，エ字のもつ音・訓をすべてつ

くして読めたという数でなく，音・．

訓ずべてにわたって読めたものはも

ちろん，音・訓どちらか読めたもの

も入れた数字であり，当用漢字を読

み書きする力は，このように従来の

調査・整理方法でみると，中学の入

学疇から2年時にかけて梱当の習得

ののびが認められる。しかし，第1

年度の調査結果で，すでに見出され

たよ5に（年報16一昭和39年度参照），

音訓表に認められる音・譲にわたっ

てその文字がどのよ5に読めるか，

また書く力との関係からみるとどう

か，完全に習得したと認めうる文字

という立場（1・2圃続けて正答できた

ものは習得が定着したとみなす）から厳：

密に調べてみたのが，第3表で，習

得の文字量は，かなり減少してく

るQ
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縣
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…
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…
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．
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　したがって，第1表～第3表を比べて見た時，漢字を読む力（ことに教育

漢字）は相当高いが，音・訓ずべてにわたっては，まだ読めていないこと

がわかる。教育外当用漢字の読みは，中学3年周に習得されるから，今後

の問題としても，小学校の段階で学習された教育漢字の読みについて音副

上の問題が依然として残っていることがわかる。具体的な文字についてみ

ると，次のようである。

第3回（2年当期）テスト終了晴の教育漢掌習得状況

　鐸（8人）博きともに完了し

　森田花本正 　読み
1（8人）携下襲（7人）蔚（6人）
｝窃生。髪（4人）木；　Jll：．IF　・

1

　
古
書
知
年
友

一
見
車
地
入
夜

悼
神
犬
時
池
南
毛

ご
ひ
む

1
空
紙
男
道
北

野
牛
糸
多
東
方

判
休
国
早
朝
二
三

55

w
合
甫
長
風
話

　
海
高
千
鳥
二
三

字
漢
王
校
心
町
力
立

鯛
円
考
少
哲
馬
用

2

　
必
滅

）
貝
橋

三
部
画
教

バ
リ
な1
1
血
球

嚢
科
級

判
温
急

81

w
記

　
運
岩

字
漢
意
感

心　
暗
活

年3

　50字

読み
　（8人）今多　行ヲ　字奮　夕車　天舞

　（7人）切茅（6人）麦参音多（5入）

　谷多読多分ブ元炎外畷会工

　（4人）何力作サ　閲多色皐　歩ブホ馨

　　　ギ　出条玉・
　　　ク

　106字

読み
　（8人）面奪　由6　回工　社ε　体1
　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　つ
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欝蕪欝憲議蓬
集住所昭進親数世星晴
全台第茶鉄店点度当島
答動肉配畑番美表贔物

撃鰍野葉様曜練

　　　　　ハ　　　お』（7人）槻仕1公謹（6人）蝿

　苦義　発吉　遠劣　形変　流ル　図讐

　板参（5人）頭ズ　弟妥　下多室馨

　助謬言弓万ジ顔三役季食通

　太タ新藁（4人）申多後霧期ゴ

　皮ヒ稽
　　　ぐ
書き

　（5人）止勝（4人）送者

　
害
最
照
働
味

）
改
差
章
庭
法
録

畔
弊
横
港
消
定
変
列

む
　1
1
英
湖
順
帳
福
野

繋
院
景
習
打
服
類

判
員
係
種
他
部
予

59

迢
?
式
選
秒
油

　
以
共
史
線
飛
騨

字
漢
案
喜
残
清
農
問

朝
愛
季
材
植
熱
脈

4

期灘・2字醗1翻
　冑紀区質周想側伝銅辺
　牧例

　146字

読み
　　　　　　　　あ（8入）緒寧望書　丁季　商婁　業考

　　　　　　　　う（7人）機莞　緑多　内ギ　成1　拾考

　　　　　さ（6人）民豪　幸寓　反多（5人）末72

　　　　　い　　　　と　　　　　　　　　　　つ
宮・謝押羅付・初連露
　　　　る　　　　　　　　　　るり
競i極亥静1（4人）借蓼　節金

側磁
書き
（7人）旗（5人）底初（4人）燈

隊付鼻借

　182字

読み
　　　　　　む（8人）因蓉功ク報5統孝　殺業

　　　　　　る　　　ゆ

梅必然・政1（・人）謝
　　　の　　　　　と

　　　も　　　ニ解・設専門ぎ経言　三門（6人）
　　　▼　　　⇔　　　　　　　　る

　　　　　　お蚕娑仮・似・修嵩（5人）管舟
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全：員（8人）読み書きともに完了した字

・画幅・字醗翻
　諸

　1　か

｝省議繍価磯
　　責蓄　群書　寅膨（4人）難字　辮髪
　　　る　　　　　　　　　　　　　　ウ

　　藤布・
織，灸）囎（嚇移居

　　（5人）修二二給賞無二敵
　　象規張低（4人）折慣衛格
　　単際謝俵燃準識論調均
　　防領祝候貸殺管

i・・3字

　i読み
　…
　　　　　　　ど　　雪　　　　　　　　　　　も　　（8入）衆主　厳夢潔量眼ξ　基3

　　　　　　　い
　i供・1矧己・（7人）ma麟
　ミ　　　　　る
　l　　　　　　　　　　b
　｝　否妄二二就ζ活き災完訳な
　！　　　　　　　　い
陣鱗（・人麟欲擁
　1　し　　　　．．　ひ
　i　聴器霊夢　納占ナ拝馨　率ξ　皇吉
　ミ　　　　く　　　　　　　　　　　　　　っ

1授憂欝（・人魔討魏拳
　　　　　　る　　　　　　　　　　う

　1　　　。。　　　　。
　i鵬璽罐揖（4人）鳴
　i鶴我・
　i書き
　1　（8人）衆法（7人）勧解供進

　｝就異（6人）提派著遺厳己
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨災境版陛専歓兼勤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5人）権討奮欲採補延誤
　　　　　　　　　　　　　　　　i　蔵従純宣妻幹券構述需

　　　　　　　　　　　　　　　　　　招（4人）宗潔眼推暴否険

　　　　　　　　　　　　　　　　　　再調一匹拝俗壱聖孝拡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　穀資損認釈属

　教育漢字は，教育外当用漢字に比べると，音訓が多様のものが多く，ま

た，教育漢字の読みは，小学校の過程で学習するのがたてまえであるか

ら，系統的に文字学習をしないと，これら読みにくい音や訓が読めないま

まに放置されてしまうおそれがある。また，このように，音。訓平面にわ

たり，正しく習得されないところに，漢字力の低下の要因の一つがあると

思われる。

　教育漢字の書きについてみると，個人的にはかなり書けるものもいる

が，やはり5・6年用漢字が習得しにくく，中学2年生になっても，まだ，

全員が正しく書ける字が少ないことが認められる。

　表外字については，調査の結果および習得の内省から・他教科，一般読

書，親しい固有名詞（人名・地名），広告・テレビなどで・意外に接近して

いること，1～3回のテスト結果で・その習得状況も，あまり不安定なも

のでないことがわかった○

表外字の読み

全員（8人）が読めたもの

　頃　　藤ve僕ee　ea÷e杉ve鹿曇　吾ve彦　　智幹　靴　　塚ec’須　　鳩

　堀W　汁　潟　亭X’弘鼎釣　　亀ec’ee　II［L’veec一菱　洞xve枕　梶　　瞳ec”ve

　嵐黒柿鞭堺鼎殻　　嘩

　　（注）if印は1年入学暗の謂査（100字）に，漸印は1年後≠鰐（3学期）の調査

　　　　（220字）の時にも金員読めた字。

　　　　その鷺繍時擁鷺嗣擁員読痴・・
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の

　
吊
棚
那
粟
殆
漠
鍋
伍
の
嘩
駈
薩
拳
聯
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
ま
　
お
　
　

　
熊
鎌
誰
淳
坐
画
庄
頑
F
齢
騨
慰
撫
騨
鯉

灯
薦
恥
蔭
竜
膳
虎
蹟
隷
繕
齢
鞄

灘
帆
齢
鷲
鱗
購
雛
欝
腎

の
　
　
　
　
　
　
　
　
印
幹
懸
鞭
轍

醜
農
扉
雀
鯛
警
垣
森
貰
釦
瀬
瀬
嬢

禰
難
欝
運
脚
徹
難
潔
箒
嬬
攣

で
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
或
拶
匙
興
部
蒐

縁
伊
猫
靖
桂
洲
播
の
嘘
茄
励
　
鞭
・
・
鞭
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9　漢字習得上の問題解明のためのテスト

　当用漢字全数音訓読み書き調査の結果で得た問題点を検証し，また習得

上の問題の解明がねらいのこの調査は・41・2ページのような問題構成の

もとに実施したが，結果はまだ整理中なので・そのうちから，漢字の読み，

　　　　　　一一　52　一



特に，謂読みについての習得上の問題解明に資すると思われる結果の1部

を記しておく。

　8人の事例調査で，音は読めるが訓では読めないという現象は，事例の

灘橡生徒のみの現象かどうかを見るために該当学年の中学2年生（5校，2

学級分ずつ）に調査した（問題7，閥題1。2の1部）結果，やはり，集団調査の

場合でも同様の傾向。現象があることが認められる。

　問題7は，8人の調査で，音では読めるが訓よみでは不振のものから，

←う教育漢字38字，口教育外当用漢字　25字を選んで，読ませたものである

が，学校による差（地域や教育環境等が左右している），調査の時期のずれ

く8人の調査は2年の1学期末）等があっても，第4表の結果で示されるよ

うに大体同じ傾向がみられる。
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　上の結果から，読めない訓の語には，語としても生徒に親近性のないもの

（4および3の反応のもの）が相当数あること，また，意味がわかっているとし

て意味を書いているが，実は誤まっているというものもあることが確iかめら

れる。

　たとえば，教育漢字の統の字の訓「すべる」は，読みの結果も低い（正答率

8・1％）が，ことばとしての意味の把握も相当低い（15・4％）こと，また，意味が

わかっているとしながら，す（滑）べる，ころぶなどの意に誤まっているもの

が相当ある。嘱える→おがむ　設ける→もうかる，とくをする，利益をあげ

る　欲する→ほっとナる，気持がさっぱりする　経る→減る，すくなくなる

戯れる→むらがる，一つのところに集る　汚す→けがをする，きずをつける

などの誤答現象もある。これらは，元来漢字の意味を知る上での一つの手が

かりとなる訓であるにもかかわらず，すでに，ことばとしての理解の上での

抵抗があるために，正しい読みかたがわからないことにもなり，ひいては漢

字力不振の一因ともなるわけで，語い教育との連関が改めて認識されるので

ある。

　なお，これらの訓よみの習得不振には，読みのテストの誤答・無答反応と

語い把握との関係などの一一連の調査結果から，読みにくい訓の問題に，次の

ような二つの面があることが推定される。

　一つは，その訓が生徒の日常生活の中で，次第に馬面されなくなっている

ことばである場合であり，

　例　教育漢字　　唱える（読みの結果でも，　正答率49．1％　誤答率24．7％

　　無答率26．2％　以下同じ）　商う（46．1　168　37．1）　統べる（8・160．9

　　30．9）省みる（39．322・438．3）承る（27．926。343．8）欲する（39．8

　　43．117．1）　授ける（31．463．74。9）臨む（41．7　！4．1　44．2）　経る

　　（43．6　27．4　29．0）　難し・（3．8　52．6　43，6）　潔い（1！．1　53．9　35．0）な

　　ど

　　　当摺漢字　　戯れる（24．4　22．0　53．7）　・催す（43．9　14．6　41．5）

　　施す（15．734．749．6）侮る（4．！30．465．6）募る（13．334．152．6）

　　　　　　　　　　　　　　　一61一



　　仰せ（15．2　32．0　52．8）　など（生徒は，むしろ，商売する，統一ナる，

　　　反具するといった漢語の形で，意味把握をしており，事実，漢語の形

　　　にして，意味を答えたものが多い。）

　＝二つには，当用漢字音訓表の読み方に，伝統的な訓とはいえ，すでに，現

在の生徒の碍常の言語生活とはあまりなじまないよみがとられている回合で

ある。

　「潔い」は「いさぎよい」のほかに，別訓「きよい」もあるわけで，「いさぎよ

い一11・1％」「きよい一53．9％」の反応は，生徒のふたつの訓に対する親近度を

如実に承している。

　その他，「汚す」の正答率は4・3％と低いが，多くは「よごす」（65・0％）と，世

閥で行なわれている読みの形で反応しており，「けがす」とい5と，職」の字

をあてたくなると，「よごす」とこたえた優秀児もいた。

　また，「巡一一めぐる　3．5％∫まわる　66，4％」，「憤る一いきどおる4．9％」

「おこる。いかる　17．9％」のように，音訓表制定以前，世間で通周し，普及

もしていたよみかた（例　お巡りさん）による一連のものがあげられる。

　その他，F入る」の「いる，はいる」，「魚」の「うお，さかな」（関野地域では，

「うお」といわずrさかな」というのが一般で，本調査は東京地区のみであったから，優

秀児でも「さかな」と反応している例が相当ある）などの類もあって，漢字習得の

問題として，音講の側から，さらに検討を加える必要が感じられる。

D　今後の予定・見通し

　この研究は，消却方式をとりながら，今後も，年閥に2度の音訓全数読み

書き調査（表外字を順次にふやす）と，全数読み書き調査で得た問題点を検証，

究明するテストをくり返し，3年間にわたって漢字習得についての量・質両

面からの研究を続ける予定であり，最終的には，この事例概究で得た結果に

もとづき，大量調査を実施し，なお，中学生の漢字教育の指導法の実態謂査

も合わせ行なって，それらの結果をまとめ，報告書「中学生の漢字習得の研

究」を刊行したいと思っている。　　　　　　　　　　　　　　（芦沢）

　　　　　　　　　　　　　　　一62一



II　作文による中学生の漢字使用に関する実態調査

A　調査の瞬的・意義

　作文で，生徒が慮由に使った漢字をとおして，漢字使用能力のひろがりや

深まりの姿を明らかにしょうとするのがこの調査の臼的である。そして，生

徒が，作文の中でどういう漢字をどのように使っていくか，また，どういう

種類の漢字が誤りやすいか，使用上学年的傾肉が認められるかなどなどにつ

いてもできるだけ明らかにし，漢字の習得，漢字の学習詣導の基礎的資料を

提供していこうとするものである。

B　調査の実施

1　調査薄象　被験者には東京都北区内の公立中学校5校（各校とも各学年1

クラスずつ）を選んだ。選定には，平均的状況が見られるようにとの観点

から中位程度と見られる学校という塾準を設けた。具体的手続きについて

は，北区詣導主事相川正志氏のお力添えに負うところが大であった。

　調査校および，調査校に依頼した作文の文題はつぎのとおりである。

豊島中学校

神谷中学校

清至中学校

王子中学校
北　中　学　校

小学校時代の思い出

将来の希望

書きやすい作文・書きにくい作文

機械の構造

クラブ活動について

2　調査の時期および実施方法。回収状況

　調査は39年12月に実施した。12月中に各校で時間の都合のつくとき

に，1校時（約45～50分）以内で書いてもらうということで各校へ依頼し

た。さいわい，調査は順調に行なわれ・100％回収することができた。

C　結果の概要

上記5種の文題をえらんだのは，文題による使用漢字のかたよりをできる
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だけ排除するためである。実際の処理にあたっては，主として「小学校時代

の思い出」を回心におこない，他の四つはその参考とするに止めた。

　ここでは「小学校時代の思い出」についての結果のあらましを報告する。こ

の場合の被験者はつぎのとおりである。

入
土
入

－
　
A
U
　
1

9
】
　
2
　
2

男
ク
ク

生
生
生

年
年
年

喧
⊥
　
り
臼
　
0
0

女　23人
ク　23人

ク　19人

計　44人
ク　43人
一一　40人

合 望
P 男　62人 女　65人 男女127入

1漢字の含有率

　本文全体の文字数（文題・署名に用いられた文字，「」、。？々等の記号類を

除く，以下これに準ずる。）に薄して漢字（鷹字・誤字ともに1字とみて）が用いら

れている割合はつぎのとおりである。

t．

黷ﾄ1・ 年 2 年 3 年

男
女

2Ll　％

24．7　％

24．90／0

20．6　％

翻70」32

／
0
0
／
462

誉
ロ

23．1　％ 22・1　％o 24．9　％

　これをみると，3年が最も高くなっているが，三者の間には僅少の差し

か認められず，少なくともこの結果からは含有率は学年が高まるにつれて

高くなるというような傾向的なことはいえない。

2使胴漢字1人当たり異なり字数

　平均して，1人当たり，二字ぐらいの異なり漢字が現われるかと見ると

つぎのようになる。

◎て二割…到凹一至竃…べ…三輪三二
　　　男　　　　　62．1字　　　50．5　　　　65．1　　　　59．4
　　　女　　　　　　　　　　　70．0字　　　　　　　　58．0　　　　　　　　　　66．1　　　　　　　　　66．7

妻
口 ・聯1・4・・ 65．6 63．1

この結果によると，異なり漢字数は・各学年とも女子のほうが男子に比
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較して多くなっている。漢字使用についての関心の度合いが，女子のほう

が高いのかも知れない。しかし学年差という点では何とも言えない。

3　字種（教育漢字・当用漢字・表外漢字）無異なり字数

　1入当たりの使用異なり字数は前掲のとおりであるが，1年～3年まで

をとおしてみたばあい，全体の使用異なり字数はどうであるか，これを表

に示すとつぎのとおりである。

a．教　育　漢　字 620字

b．当　用　漢字 185字目　　　言f　　　　852字

。．　表　　タト　ミ莫　　字 47字

（1）教育漢字はその70．4％にあたる620字がとにかく使われている。

　　これを配当学年と実際の使用字数との関係で冤るとつぎのようになる。

虐刻配当物険用物二部率i
イ
⊥
9
編
3
4
戸
D
6

46

105

187

2e5

194

144

45

101

1rtrg

146

101

48

97・8％0

96．2

95．ri

71．2

52．1

33．3

計 881　i 620 70．4

　　使用された漢字，および使用されなかった漢字について具｛本的に示す

　ことは省略するが，だいたいにおいて，当然のことながら配当学年の高

　いものほど使用されにくい傾向がはっきりと認められる。

11）表外漢字は47字使われている。具体的に示すとつぎのとおりであるQ

　　　鳥　椅　茨　猿　靴　鹿　崖　樺　顧　嬉　綺　磯　臼

　　　熊頃漢位倒岡之叱疹須誰戚阪
　　　膳駄馬灯辻戻藤洞栃瀞乃黒猫
　　　総堀軍監栗鎌継肋
　　これらのうち，最も特徴的なのは「僕」である。「僕」は，1年～3年の

　男子生徒のほとんどが使用している。そして誤字率もまた高い。また，
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　〔boku〕を「ぼく」と書く率よりも「僕」と書く率の方が高い。

　　表外字の中でどういう種類の漢字が使われやすいかとい5観点では篇

　やつくりのうえからは定めにくいが，使絹例から帰納的に判断すると，

　一般的に，自分となんらかの形で交渉を持ったものごとで，自分にとつ

　て興味・関心の紺象として印象づけられたものごとに使われる漢字とい

　　うことができよう。そのいくつかを挙げると，たとえばつぎのようなも

　のである。
　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　棋→将棋　　　　　　茨→いなかが茨城
　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　猿→動物園の猿　　　藤一→佐：藤君
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　猫→家の猫　　　　　四一→長瀞へえんそくに行った。

③　当用漢字については省略する。

4　使用漢字の誤字率

　1人当たり平均して高高ぐらい誤字（誤用も含む）をおかすか。この割合

はつぎのとおりである。

　　　　　　　1　　　年　　　　2　　　年　　　　3　　　年

男 2．14　％ 3・・囮 2．92　％

女 2．99 2．80 2．54

計 2．49 2．99 2．74

　上表のよ5に，誤字は使用異なり漢字！00字につき2字～3字というと

ころで，学年差というほどのことは見られない。誤字使用については，あ

る生徒は，漢字を用いるとすれば正確に書き，自信のない揚合はかながき

する。ある生徒はうろ覚えでもとにかくそれらしい字を当ててしまうとい

5ように，性格的なもののほうがより大きく作用するようである。一一・一方，

誤字を書く傾向のある者という観点からいえば，1年68，2％，2年76．7％

3年77．5％となって，学年が進むにつれてその鼠害いは増加の傾向が見ら

れる。しかしながらこの現象は・あたかも，自転車にまったく乗らないう

ちはけがもしなかったが，自転車の練習をはじめたら，転げたりするだけ，

危険度がましたというようなもので，マイナスの作用とだけきめつけるこ

とはできない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（根本）
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幼児の言語発達に関する準備的研究

A　臼 的

　幼児・児童・生徒が言語・文字をどのように習得し，どのように使用する

か，またその要因はなにか等を明らかにする誇語発達の研究は，園語教育，

とくにその教育計理や指導法の確立・改善のために欠くことのできぬ基礎的

な仕事として重視されなければならない。しかしながら，この言語発達の過

程はきわめて複雑であるから，われわれはまず，幼児・児童・生徒の具体的

な言語活動を現象的に整理することから研究は出発するが，その研究は単に

現象的事実を記述するにとどまらず，究極的には次のような問題の解決をそ

の註三要なものとして含んでいる。

1言語発達の過程とは一体いかなるものであるか。その中にどのような法

　則性があるか，とくに各発達段階で行なわれる学習・欝語活動は発達とい

　う点からみて，どういう意味をもつのか，その関係を明らかにする。

2　i魁町発達の過程には質的に異なるさまざまの段階があるが，その段階に

　はいかなるものがあって，それらはどのように特徴づけられるのか，乳幼

　児から成人にいたる発達の諸段階を飼人的特質にも及んで具体的に明らか

　にする。

3　ある段階から次の段階への移行，それは質的な発達として，発達的変化

　の中で最も特徴的なものであるが，その移行の内的条件を明らかにする。

4　日本語を母国語にもつ醤語発達の過程は弛の場合にくらべて，どのよう

　な特徴をもっているのか。また，外国語の習得の過程と母国語の習得の過

　程の梢違を明らかにする。

5教育は発達の中でいかなる役割を果たすのか，発達における教育の累た

　す役割を具体的に明らかにするだけでなく，発達を最も効果的に促進する

　ための教育方法，教授法についての基礎的資料を提供する。
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　土記の課題に対して，当面，われわれは頬象を幼児に限った上で，言語発

達に関する従来の研究展望をはかり・今後の課題解決の長期的研究ステッ

プと方法論に関する問題点を明らかにナることをもって，初年度の準備的

研究とした。

：8　担　　当　　者

　国語教育研究室の村石昭三，天野清（1965年7月1日以降）の2名がこれ

にあたり，福田昭子がこの研究作業を助けた。

C　研　究　経　過

　本年度は次の研究作業に従事したQ

　　1　従来の弓弩発達研究の展望

　　2　言語・文字の記録資料の収集・整理

　　3　研究法確定のための書語調査

　1　従来の言語発達研究の展望

　この領域では，国内研究物，海外文献を収集し，各文献の研究擾的・方

法，結果にわたって，科学的検討を加えつつ，従来の言語発達研究を展望す

ることにした。このために，まず，全国的に各幼稚園，保育園，研究者によ

びかけて協力を要請し，幼稚園，保育園で発行された研究物（非売品）を収集

した。その内容は調査報告書，指導記録指導案，カリキュラムなどにわ

たっており，件名をカード化し，必要な内容を転写しながら検討を加えた

が，現在までに整理・検討がおわったものは295点に及んでいる。

　いっぽう，海外文献は最近se開聞のアメリカにおける博士論文のマイク

ロ・フィルム57巻を購入したが，簡単にその内訳を示すと次の通り。

　発音および発音障害　Contreras，　H．W．，（1961）The　phonological　sys．

tem　of　a　bilingual　child　lまか12巻，語いと概念　Miller，　A．，（1958）

An　experimenta1　study　of　the　yoie　of　sensorimotoy　activity　in

the　maintenance　of　verba三meaning　of　action－wordsほか9巻，謡し
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．ことばと書きこと．ばの構造　Menyuk．　P．，（1961）Adescriptive　study　of

．もhe　syn毛ac七三。　s七ruc七ures　in　もhe　language　of　children　＝　nursery

schooi　and　firsもgrade　lまか隻3巻，読みかた　Norもon．　M：．C．，（1962）The

・design　and　evaluation　of　a　speeialized　program　for　the　development

lo£cer七a重n　skills　of七he　pre－reading　child　ほか6巻，インベン｝・り

一一@Lewis，　A．」．，　（1958）　An　inventory　of　the　auditory　aRd　visual

discriminaむ圭on　abiliむies　of　begining　kindergar七en　children　ほか3

巻，教育プログラム　Mason．　G．　E．，（1962）An　analysis　a1玉d　compar呈son

of　prograins　for　teaching　woyd－recognition　in　basa｝　yeadiRg　series

and　phenic　materiais　lまか4巻，その他　Creech．　H．　B．，（1962）The

responses　oE　mothers　to　speeeh　of　ehiidyen　as　determined　by　rnea一

・sures　of　physiological　ac七ivity　ほか！0巻。

　上記の各巻のうち，本年度は発音，文字の読みかた，文講造の研究文献を

中心に検討を加えたが，記述にみられるアメリカ構造言語学の影響，早期雷

語教育に対する可能性の検討，言語教育プログラムの理論化が特徴的であっ

．た。

　2　書語・文掌の記録資料の収集・整理

　全圏的に各幼稚園，保育園，研究者によびかけて・幼児の雷語活動を収録

した録音資料および幼児が実際に書いた文字や乎紙類などの文字資料を収藥

し，必要な内容については転写し，それらのいくつかは研究法確定のための

資料として整理を試みた。言語録音資料は108巻，文字資料は5◎0枚につ

き，転写をおわったが，おのおのを一覧表にしてあげれば次の通り。
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　幼現が書いた文字　（前橋市立神明幼稚園資料より）

　昭篇40年5月31臼，6月1日の両日，「自分の知っている文字」について

書かせた前橋市立神明幼稚園の調査資料を整理した。生活年齢5歳，108名

の結果をまとめると劉表のようになる。

1平がな清音，濁音，半濁音，片かな，漢字，アルハベットについて，当該文

　字が全体の何％の幼児によって書かれたかを示した。幼児たちによって書

　かれた平がな清書について，「入門期の言語能力」（国立国語研究所報告7）

　における書字力テストとの順位梱関係数は・85で，高い相関がみられた。

平がな清音（％）

あ
い
う
え
お
ま
み
む
め
も

37．　0

52．　8

56．　5

31．　5

60．　2

51．　9

43．　5

15．　7

20．　4

37．　0

か　58．3

き　45．4

く　35．2

け　27．8

こ　61．1

や　30．6

ゆ　21．3

よ　36．1

さ
し
す
せ
そ
ら
り
る
れ
ろ

44．　4

55．　6

38．　0

25．　9

17．　6

33．　3

38．　0

36．　1

13．　9

35．　2

た　46．3

ち　37．0

っ　38．0

て　28．7

と　52．8

わ　27．8

を　6．5

な25．9は25．9

に31．5ひ43．5
ぬ　　10．0　　　藩、　　14．8

ね20．4へ14．8

の53．7ほ15。7

ん　46．3

平がな濁音，半濁音（％）

が　12．0

ぎ　13．0

ぐ　10．2

げ　7・4

ご　17．6

ざ　3．7

じ　29．　6

ず　5．6

ぜ　　3，7

ぞ　2．8

だ　13．9

ぢ　　0

づ　　8．3

で　17．6

ど　16．7

ば　22。2

び　12．0

ぶ　　6。5

べ　　9．3

ぼ　　6．5

ぱ　2．8

ぴ　12．　0

ぷ　2．8

ぺ　　0．9

ぽ　4．6

80



」ヤ　か　な（％）

パ5．6　　　サビ4．6
キグ3．7　　コスブ4．8
カタトハフホヤユヨラヲ1・　9
アエクチッテマリルロンガゴゼド0．9

字（彩）漢

田　12．0臼　13．0子　13．9

ほ
渇

11

U

　
　
　
　
　
。
9
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手
文
直

桝
目
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4

号
白
明
土
井
奈

塞
上
犬
下
女
古
横

　
　
　
　
　
　
　

駄
山
月
翫
木

1

巾
大
人
三
十

二
小
口
千
合
目

一
四
川
五
用
男

アルハベット（％）

T　O．9SH

x
C

A

3．　7

1．　9

F

一

2　平がな清音，濁音，半濁音について，幼児によって書かれた異なり文字

量を分布図で示した。就学前幼児の文字習得量の一実態を知ることができ

る。
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数io

露
v
　o
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9弓昏？ぞ炉
2　5　8　11　・14　t7

字数

　21

　18

　15

　12

　9
入

数6
　％3
）

　0

平がな濁音・半濁音書字分布

鴨

〔

「
　
　
　
　
［
　
　
　
　
一

0　5 給15 2025 30 35 4045
～　　　5 5　　　｝ ，　　　1 5 5 ，　　1

4　9 14．19 餌29 34． 39 44一
等数

3文字の書き誤りを類型溺に示した。書かれた平がな文字1，989字のうち

誤りは200字であった。比較的誤りの多かった文字は，〈え〉くお〉〈き〉

＜〈〉〈さ〉〈の〉〈ほ〉〈よ〉〈ん〉〈1ま〉であった。誤りの類型の中では，

文字の左右を反館に書く鏡映文字が全体の誤りの70彩弱にのぼっているこ

とが特徴であった。

　　　　　　　　　　書き誤りの類型

畠
ミ

雍 型陣釧％ 文 字 例

IA
鏡 映

i他・誤りを舗酬

・・｝・5・・Ls．・た・

B
部　分　鏡　映i

・1塑

。

他の誤蕨箭部分鏡劇
　　　　　　　　　F

3gl　ig・・！きはe．ば

・・18・・iん

反
一．

n
6 3．0も

他・誤蒔需鵬1 3 露ふ
　1

・睡 転1 ・1曝
朝点線・追刺 7 3．5ま

司点線・省剛 ・i幽
一82一



類 型類数1％ 文 字 例

國G遜・延劇
剰線・不足！

・rL・・iほぼ

6
　ミ

3噛
・線　・　断　副 4 嘘
」　　そ の 也イ 8 お04

　3研甕法確定のための言語調査

　研究法を確定するために必要な課題として，録音時閲量，場面と言語の質

量変化に関することをとりあげた。従来，奮語の収録には，30分あるいは60・

分にわたる継続録音が試みられてきたが，その録音時間量は調査者の恣意に

よっていたりして科学的な根拠に乏しいものであった。その点では，録音揚

面の確定にしても周様である。この意味において，年令変化に伴なう言語の

質量の測定にはそれぞれ，どのような録音揚爾と録音三三量が必要であるか

の基礎的問題に対する検討が試みられねばならない。

　これに間する本年度の調査は玲月以降に着手した。まず，手持ち録音資

料＊によって，30分単位による喬語の質量変化に関する分析を進めるかたわ

ら，幼稚園3才児（男），小学校1年生（女）の各1名につき，2月上旬，10時

間ずつの長時閲継続録音をすませた。これらに関する分析の結果は次年度に

報告することになっている。

　　＊1才5か月児（男）60分録音　　1才5か月児（女）180分録音

　　　1才7か月児（女）60分録音　　1才9か月児（女）180分録音

D　今後の予定

　昭和41年度は，40年度研究題臼「幼児の言語発達に関する準備的研究」の

継続として行ない，40年度に手がけた，従来の言語発達研究に関する文献的

概究は，これを展望してレポートにまとめ，他方，「讐定幼児の言語発達に

間する課題調査」の実験的研究をおしすすめる予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村石）
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言語の表現機能と伝達効果の研究

1　言語表現における場面の効果の研究　（継続）

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　場面によって雷語表現がどのような変容を示すかを，伝達とい5観点から

調べる。あわせて，影面の分析および言語表現の分析を行なう。特にそのう

ち，主語の有無が場面によって，どのように変容するかを調べる。

　　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　言語効果研究室の高橋太郎が担当し，屋久茂子がこれを助けた。

C　これまでの作業経過

　これまでに，主語の有無の分析のためのカードを約6万枚作成した。この

カードは，原則として，1文につきカード1枚とし，前後の文脈をつけたも

ので，くわしいことは，前年度年報でのべた。

　前年度末において，この分析の計画を立て，今年度にはいって分析にか

かった。

　　　　　　　　　　　　D本年度の作業

　1作業の進め方

　はじめ，研究速度をあげるため，直接「主語のない条件」を分類しようとし

て，計画および試験的作業を試みたが，やはり，梱当無理があるので，文に

おける「主語の機能」の研究を行ない，その結果にもとづいて，主語の有無の

分析を行なうことにした。そのため，まず「主語の機能」の餅究からかかると
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いうことで，二二をたてなおした。

　2　「主語の機能」の分析段階

　主語と述語の関係は，種々の側面をもっている。この側面をきちんととら

えて，より基本的なものから順に分析を進めていく必要がある。そこで，次

のような五つの段階を設定した。

　①　主述関係を構成する要素の，連語論的な側面の概観

　②　ことがら関係を表わすものとしての主語と述語の関係の分析

　③　文の陳述から見た，主語と述語の関係の分析

　．④　述語の機能の概観

⑤　主語の本来的な役割と補助的な役割の分析

　①は，文における主語と述語の三二でなく，文以前の，単語と単語の関係

の概観である。たとえば「戸があいた。」という文においても，「戸があくのはあ

たりまえだ」という文の「戸があく」という部分にも共通する「戸が」と「あく」

の関係がある。この関係がどういうものかを概観する。

　この段階では，主として，ガ格をとる名詞，または名調梱当語句と，動

詞・形容詞との関係を扱う。つまり，ガ格の名詞と動詞との組合せ，ガ格の

名詞と形容詞との組合せ，その他の品詞の山回なみの語形のガ格（「走るの

が」，「彼女の美しいのが」など）と動詞または形容詞との組合せ，などが，お

もな対象である。

　この段階では，「花が咲く」は扱うが，「花は咲く」や「花咲くメま扱わないQ

「戸があく」と「すきまがあく」の違いには着目する。「彼女が母親に似る」と

「顔が母親に似る」の違いにも着Hする。

　②では，文の成分として主語と述語一般を鮒象とする。したがって，「花が

咲く」も「花は咲く」も「花咲く」も扱う。しかし，主述関係のうちの，ことが

らをあらわす側面しか扱わないので，「花が咲く」と，「花は咲く」，「花も咲

く」，ヂ花咲く」の違いには着目しない。「戸があく」と「すきまがあく」の違い

に着目する点は，①の段階と同じである。r戸があかない」と「この戸はあか

ない」の主語と述語の二三の違いについては，片方は述語をとりたててのべ，
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片方は主語をとりたててのべているというような違いは扱わないが，片方が

一定の時点の状態（動作の否定としての状態）をあらわし，片方が，戸の性質を

あらわしているのではないかというような・あらわすことがらの違いの観点

は問題にする。「彼は社長だ」と「歓長は彼だ」の違いには着目するが，「彼は

社長だ」，と「彼が社長だ」の違いには着匿しない。

　この段階では，主として，名詞述語文の揚油，形容詞述語文の揚合，動詞

述語文の場合について，分析し，さらに全体を通して法興1をみつけるよ5に

したい。主語でなく述語によって分類したのは，①および④との関連で，こ

の霜焼を進める過程で最もやりやすいと判断するからでる。

　③では，②でとらえたことがら関係にもとづいて，それカミ陳述的な側面と

どのようにからまっているかをしらべる。

　③の分析は，②の側面とのからまりを切り捨てて行ない得ないと思われる

が，もし，それを捨象し得るならば，③段階で独自の法則を見出し得るかも

しれない。これは，研究の過程で対象を明らかにすることによって次第に見

通しのつくことであろう。

　④では・述語一般について調べる。②③では・主語と述語の関係について

分析するので，主語のない文の述語については，分析できていない。しか

し，実際には，主語のない文が多く，しかも，との研究の冒的そのものが，

霊知の有無の問題を解明することにあるので，ここで述語の機能を・主語の

ありなしにかかわらず分析する。

　⑤では，②③④の総合として，また，次の主語の有無の分析への橋わたし

として・主語の役割を分析する。

　以上のうち，研究を進める過程で，⑧と④の段階の順序がいれかわるかも

しれない。

　3本年鹿の作業

　このような段階づけの中で，本年度は，実際の作業として

　　⑦の段階である「ガ格の名詞と動詞の組合せ」

　　④の段階である「名詞述語文」
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の分析を平行して行なってきた。

　これらの研究は，現在のところ，分析の途中であるが，大体の大分類の見

当をつけ，回雪題点への接近を深める段階にはいった。⑦④とも，特に，側

臨を抽象した類概念的なガ格名詞または主語と具体的な名詞のそれとの違い

に最も重点をおいた。たとえば「彼が変わった」と「性格が変わった」とはどう

違い，どう関連しているか，「彼女が母親に似ている」と「顔が母親に似てい

る」と「性格が母親に似ている」とはどう違い，ど5関連しているか，また，

r彼はAである」と「名前はAである」とはど弓違い，どら関連しているか，な

どは，その例であるQ

　思考の進む過程で発生した分析的主藷，その過程として部分抽象から側面

抽象への問題など，本来の主語から二次的に発生したものへの過程が明らか

になれば，主語の有無の問題の一つの璽要な分野が開けるので，その方向

で，現在問題をほりさげている。

E　今後の予定

　41年度は，40年度にひきつづき，新しいカードをふやすとともにこの分

析を進め，41年度で②の段階を終る予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋）

H　文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究

A　目的・意義・担当者

　書語の表現機能と伝達効果の発達は，幼児の吉語の獲得あるいは奮語活動

の形式の分化の中にさまざまな形であらわれるから，これを，特に幼児の文

表現が成立し，文形式が形成されていく過程でとらえようとする。

　そのために，｛1）伝達機能の単位として文（センテンス）をとりあげる。（2＞対

象としては，まず到達点としての4～6才児について行ない，次に発達的観

点に立って1才から6才児の問題を扱おうとしている。
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　雪語については，文を構文，陳述の両側醸から文法的に分析する。書語行

動については，主として伝達機能の側面から分析する。かくして，文法的形

式と伝達機能の関係の考察をする，等を目的としている。この研究は言語効

果研究室の中で主として大久保愛が当たり，屋久茂子がこれを助けた。

B　本年度の作業と成果

　本年度がこの計画の第一年Rに当たる。次のことを行なった。

（1）対象への接近の観点の検討。（文献調査・幼児の言語行動の観察，手持

　ちの録音資料の分析など）

②　録音をとる方法，カー・一ド化の方法など，調査法に関する検討。

（3）幼稚園（保育園）年中児（4～5才児），年長児（5～6才児）を調査対象と

　して，話しことばの録音採集。

｛4）採集した録音の文字化，および研究資料としてのカードの作成

　（3｝については，被調査者として，東京板橋区・東京自由保育園，北区。赤羽『

台幼稚囲の二園の協力を得て，その年中，年長児の話しことばの録音採集が，

できた。被調査者の男女別，年令別の人数をあげると以下の表のようである。

塵上組 年 令 男 女
妻
降

長年

中年

東
京
自
由
保
育
園

1　6；o　・一　6；　s　l

l　　　　　　　　　　　　　　　　l

5 31 81

5；5　・一　5；　11　1 21 6 18
36i

1　s；o　一一　s；　s　1
01 3 13

4；7　”v　4；11 7 6 エ3

261

赤
羽
台
幼
稚
園

　　　　　6；2　一v6；　6　1

年　　長
　　　　　5；7　’一　5；11

01 5 15

7 4 11

年　中i

s；1　’v　s；　6　1 01 8 18

…一…月 3 7 10

26i

28

計 46 25 2161
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　すなわち，年令は4才7か月から6才6か月にわたり，人数は男児64人，

女児52人e欝116人である。そのうち，（4）の文字化，カー一一ド印刷共にでき

て，資料として使える人数は，男児55名，女児41名，年長50名（男29，

女21），年中46名（男26，女20）計96名となっている。

　録音時間をみると・もっとも長く話したものは年長で27分，年中で15分

平均12分弱で，全部の合計時間は20時問弱である。もちろんこの中には，

調査者のことばも入っている。

　採集法は調査者と被調査者による一問一答形式で行なった。幼児のことば

の録音採集法としては，大きく＜a＞つくられた揚面，（b唖然の揚面が考えられ

る。（b）の場面でとるのが理想だと思うが，録音機の性能，採集の場所等に

よって（a＞の場爾を採晒した。（a）の中でも，幼児同志の心事をとるとい5こと

もできないわけではないが，幼児個人に調査者が面接して聞きIMすほうが，全

面が固定でき，分析が容易であると思い問答式を採用した。伝達機能の而の

調査としては，たとえば「役割あそび」などの揚面を設定してみることも可能

であるが，一方，文の分析には，文末などの明瞭さが求められるので，マイ

クの操作に便利なこの形式を，最初の資料収集法として採胴したのである。

　以下の話題で一人の調査者が幼児を一定の揚所に呼んで，一対一一で聞い

た。話題は，できるだけ幼児の生活場面がおおえるよ5にっとめた。そし

て，さまざまな表現がみられることを期待した。以下のようである。

　（1）名まえと年令

　②　家族について（鈴成メンバー一・　fどっちが好きか・両親の仕事など）

　③　新しいあるいは印象深い経験（運動会，祭，夏休み，旅行，休日など）

　（4）圏や家庭での生活（昨日何をしたか，どういう遊びをするか，幼稚園

　　での生活，：友だちのこと，趣味など）

　（5）園あるいは家への道順

　⑥両親から聞いた話や，自分で読んだ本について

　〔7）テレビで見た漫画，その他の筋や感想

　⑧　社会的話題（ニュースその他）
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　⑨筋のある絵を見せて話を作らせる

　これら話題を開くことによって，内容的には，経験したものの再生力や，

他人に筋道をたてて話をする能力や，話を作り構成する創作力，構成力の発

達もみることができる。すなわち，最近のこの年令の幼児の言語の形態面と．

同時に精神面の傾向をも知ることができる話題を選んだつもりである。

　これら作業の成果として，「幼児のことばカード」ができあがった。カード

の異なり枚i数は，年中児662枚，年長児933枚，訂工，595枚である。文の数は，

これからの調査研究を待つことになるが，6，000文から8，000文ぐらいになる

のではないかと思う。年中，年長児それぞれの例を「幼児のことばカード」か

ら一挙ずつ示すと次のよ5である。幼児の発話は，かたかなの部分である。

　（1）　無中現　懲中一r女（4：8）　の例

　ゆかりちゃんいくつですか？

○ヨツツ。

　きのうなにして遊んだかそのお話してくれる？

○ワカンナイ。

　わすれちゃった。きょ5はどういうことやってきた朝。

○アノネー　＃　ナンモ　ヤッテ　コナカッタ。

　だれときたの？保育園には。

○ママ。

　おうちにはだれとだれがいるの？

○ママト　パパ。　＃　パパ　才シゴト　イッテルノ。

　それから？

○ママト　パパ。　＃　パパ　オシゴト　イッテルノ。

　それから？

○ママネ　オシゴト　シテルノ。　然　オウチデ。

　で，ゆかりちゃんと三人きり？
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○フターNり。

　もうひとりだれ？

○モウ　イナイノ。サンニンシカ。　然

○パパ　ヨルン　トキ　カエッテ　クル（カラ）。

　パパのお仕事知ってる？

○ウーウン。　シラ（ナイ）。

　どういうお仕事か。

○ウーウン。シラ（ナイ）。

　どういうお仕事か？

○ミナイカラ　シラナイ。　然

　お母1さんは？

○イル。

　どうい5お仕事してらっしゃるの？

○オバサンノ　オシゴト。

　おばさんのお仕事ってどんなの？

…ネー＃　・一バサ・ガヤ…　キ紹・・テキテネ＃…

　ソシテ　ヌウノ　ママガ。

　お父さんとねお緑さんとどっち好き？

　ネ　＃　ウント　ソシテ　ヌウノ　ママガ。

　お父さんとねお母さんとどっち好き？

…　パパネ＃・・マリイイ・・ヤ・ナ・．然ママダ1粘）キ・

　叱られることある？

○アル。

　どういうとき？

…カヤ・レ・キ。＃・ルイ　　…’ヤル・キ．然・グオ・紹・．

　ほめられることある？

○アル。
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　ほめられることある？

○アル。

　どういうとき？

○アキラタン（ネ）　アキラタン　エレナイ　トキハ　オロルQ

　あきら君ってだれ？

○ピサ（ワ）クン　チノ　アキラタン。

　ほめられるときは？

○シラナイ。

　おうちからね幼稚園に来るにはね，どういう道通ってくるの？いつも。

○ウントネー　＃　ヘエキショウノ　ナカ。　然　ココネ　マガッテ

　も。

○ウントネー　＃‡　へXキショウノ　ナカ。　然　ココネ　マガッテキテ　＃　コ＝

　ジュト（ア）　キテ　ココ　コウ　ヤッテ　ハイッテ　イッテネ　＃　ソイデ　ヨヴ

　チエン　キタノ。

　お弓ちに帰るにはどう行くの？

○カバン　モッテ。

　道は？教えて。

○オミチモ　オミチモ　オンナシニ　トオッテ　クル。

　幼稚園て好き？どういうとこいい。

○ドコデモ　イイ。

　どんなとこ？

○ドコデモ　イイ。

　どんなとこ？

○ドコデモ　スキ。

　特にどんなとこが藤白い？

○ドコデモ　オモシロイ。

　なにして遊ぶの？

0牙ママゴト　トカネ　＃　オモテデ　アソンダ　トキモ　アル。
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　おままごとはどういうふうにやるの？

○ナンカ　オトモラチガ　ハイッテ　キタ（ラ）　＃　オママゴト　ヤンノ。

　だれ一番’婦き？

　ヤンノ。

　だれ一番好き？

○ママ。

　あのお友だちでは？

…ネダレモオ・モ！多1チ・・イ・・

　いないの？だって幼稚園にいっぱいいるんでしょ。

○ダケエモ　アンブ　ヒト　イナインダモン。　然

○コレ　ダレノカ　シッテル？

　だれの？

○コレ　ダレダ？

　机の上の紙いじっていていいの？

○コレ　ダレダ？

　机の上の紙いじっていていいの？

○コレ　ナー二？

　知らなし・。

○（イチバンシタカ）　ナイ　（カミ）。

　お．母さんのどこが好き？

○カオ。

　どんなのお母さんの顔。

○メガネ　カケテ　ナイ。　然

　どこ大好き？

○カオ。

　どこ大好き？

○カオ。
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　顔のどこ？

○メ。

　膚分の顔でどこ好き？

OF’　rデモ　スキ。　／笑／

　テレビ曇る？

・・…　ル・キマママ1男シテ・…．

　どういうの晃るの？

○テツジントカ　ナンカ　イッパイ　ミルノ。

　一番婦きなのは？

○テツジントカ　ナンカ　イッパイ　ミルノ。

　一番蜂きなのは？

・○テツジン。

　どんなお話？

○テツジンネ　シラナイノ。

　忘れたの。

○ナン　ナンノ　マンガデモ　シラナインダ。　ユカリ。

　どして？見てるんでしょ。

○ミテルケド　ワカンナイノ。

　覚えてるのある？

○アノネー　＃　（チョッカンカン）　アノネ　＃　　卜　……ネーs

　覚えてるのある？

○アノネー　＃　（チョッカンカン）　アノネ　葉　　卜　……ネー，

　きのうなに見た？

○ウントネ　＃　……ネ　……ナンダー　ワカンナク　ナッチャッタ。／ん？／　ワ

　カンナク……

　わかんなくなつちゃった。きのうの「ちゃこちゃんは一い」なんていうの見る？

10ミタ。

　どういうお議？
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○ウントネ　チャコチャンネ　＃　ウート　ナンカ　ツケテ　ダレカノ　カオニ　ッ

　ケチャッタノ。　／ん？／　ダレカノ　カオニネ

○ウントネ　チャコチャンネ　＃　ウート　ナンカ　ツケテ　ダレカノ　カオニ　ッ

　ケチャッタノ。　／ん？／　ダレカノ　カオニネ　＃　ツケチャツタノ。

　よく覚えてるじゃない。でどうしたの？

○コレ　オトウバンノ　チルシ？　〔そばのリボンを指して〕

　知らないの先生。

○コレ　オi・ウバンノ　シルシダヨー。

　お当番ってどういうことするの？

・ココシルシ・ケテネ＃！翻・エ・イ・（オ）一ナモ・テキ・・

　シテネー　ウント　スコシ　アソンデ　キテネー　＃　ソシテネー　ウントネー

　ウント　ゴハン　ナルマデ　アソン

　モッテ　キテ　ソシテネー　ウント　スコ”シ　アソンデ　キテネー　＃　ソシテ

　ネー　ウン5一　ウント　ゴハン　ナルマデ　アソンデ　イテモ　イイノ。

　お．母さんね絵本読んでくれたりねお話してくれたりする？

○ツール。

　どんなお話聞いた？

・ステゴ・ゼ・・／ん？／ステゴ・1勢ノホン・

　どういうのそのお話？

○アノネー　＃　ウチ　ウチガ　ビン　／ん？／　ウチガ……　アノネー一　＃　ウチ

　ガ　ビンボトカラネ　＃　ダカラネー　ウシノ　チチネ　シボッテネ　＃　ウート

　カアサンガネーe

　ネー　＃　ウチガ　ビンボトカラネ　＃　ダカラネー　ウシノ　チチネ　シボッ

　テネ　＃　ウート　カアサンガネー，

　大きい声で誓って。

○デネー　　……デー　　アノネー　　アノネー

　お乳しほ1ってそして？
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○ウントネー　ウチガ　ビンボウナ　ウチガ　ビンボウナンダヨ。　＃　ソシ　ウ

　ウシ　ウッチャッテネ　＃　（エ）一ト　デムネ　＃　「シト（り）　ウッチャヘー」ッ

　テ　ユッタノ。　＃　ソイデオシマイ。　然　ソレシカ　シッテ　ナイノ。

　どんなとこがいい？そのお話の中では。

○カワイソン　ト凱ガ　イイ。

　どんなとこがいい？そのお話の中では。

○カワイソン　ト＝ガイイ。

　この絵を見てねお話してください。縞馬とライオンのお話なのよ。

　ライオンさんがどうしたの？

0コマツテル　カオ　シテール。

　それから？

・91伽・ゲ・シ／ん？／・付・・ゲ・・…

　それから？

○シマ　シマウマネー　＃　ウントー　オオキナ　クチ　アケテンノ。

　どらして大きな口あけてるのかしら。

○コエ　ダシテンノ？　＃　……3ッチモ　3エ　ダシテ（ンノ）。

　どうして大きな口あけてるのかしら。

○コエ　ダシテンノ？　：林　……コッチモ　コエ　ダシテ（ンノ）。

　……コノ　コ　ワフッァル。

　子供笑ってるね。

Oコッチモ　ワラッテ。然　コレ　チョット　オコリミタイ。＃　……チョット　コ

　レ　ナキソウナ　カオ。／笑／

　このお話をねここからこう順々にやってみて。知ってる？

・・1押ギ・一ン・ネ・・ウーン・ネウーン・ネ・…　イカラウ

　サギ　サキニ　イッテネ　ウート　ココデ　ヒ！・ヤスミ　シテネ　ソシテネ　カー

　メサンネ　モット　サキニ　イッテネ　ヒイテネ　アノネー　コッ（コ）オヤママ

　デノボッテキ・
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　スミ　シテネ　ソシテネ　カーメサンネ　モット　サキニ　イッテネ　ヒイテネ

　アノネー　コッ（コ）　オヤママデ　ノボッテ　キテネ　ウサギガ　イチバン　ノロ

　イ。

　1このお話聞がたことある？』ない。これはなんでしょうね。

○オハナ　オハナガネー　カレチャッタノ。　＃　コレ　マタ　サイタノ。＃　オテ

　ンキガ　イイシ。

　これはなんでしょう。

○アノネー　＃　ネズミネー　ウント　コノ　クマガオイカケテ＃　……ドッカ

　アタマガ　（UZエ）チャツタノ。

　ん？

　サ？

　ん？

○＝レ　サン？

　そう。三番Bのお話ねこれが一番目でこれが二，三，四。字が読めるの？　これ

　三三っていう字1読めるの？どうして知ってたの？

○（シ）ラナイノ。　／ん？／　シラナイ。

　でも「三」って聞いたでしょ。交通事故にあったことある？見たことある？

○フミチャン　ヒカレタ　トコ　アル。

　ふみちゃんってだれ？

○オウサマグミノ　フミチャン。然　ホイクエンニ　キテテ　ハネ

　ふみちゃんってだれ？

○オウサマグミノ　フミチャン。然　ホイクZンニ　キテテ　ハネ（ラレチャッタ

　ノ）。

　どうして？

○キヲ　ツケナイカラジャナイ。＃　（シット）。

　これはなに？これは。

○コレハネ。＃

　どうしたの？

一　97　．”



Oママニネ　＃　ツケテ　モラッタノ。然

　ママがどうしたの？

○ママモ　ツケテン（ノ）。

　ママがどうしたの？

○ママモ　ツケテン（ノ）。

　どうしてそんなのっけるの？

○（ア）ノネー　＃　シラナイノ。

　（2）　婦長児　自長一i男（6：5）　の例

　名まえは？

OK．K．

　いくつ？

○ムッツー。然

　きのうなにしたかお話してください。

○ウン。キノウネー　＃　……キノウ　ボクハー　／幼稚園来たでしよ。／　ウン。

　ヨウチエン　キテネー　＃　……ンー　ズーットネー　＃　アソンデー　＃　ナニ

　ヲ　シテ　アソンダンダッケー　／笑／ウーン　……サカガミマアチャンタチト

　ネー　＃キノウネー鉢ボクネー　サンジマエニネー　＃ウーンチョッ

　ト　オアツマリノネ　マエニネー　＃　ウーン　バッタ，ネー　＃

　ネ・一一＃ボクネー　サンジマエニネー　＃　ウーン　チョット　オアツマリノ

　ネマエニネー＃ウーンバッタ，ネー＃　トノサマバッタネーマー一

　ウー　ウーテヤンガ　ミツケタ　i・コロニ　イッテネー　＃　バッタ　トッテネー

　＃　ソレデネー　ウーン　オカセンセエタチトネー　＃　ウーン　ナンカデ　アソ

　ンダノ。然　ウーン。　　　　　　　　　　　L

　虫ずきなの？

○ウン。

　どんな虫と遊ぶ？

○バッター。　／ん。それでどんな／ソイデカマキリ　＃ウーントネ　＃カ
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　マキリ　イタンダケドネー　ニゲチャッタノ。然

○バッター。　／ん。それでどんな／　ソイデカマキリ　＃ウーントネー＃

　カマキリ　イタンダケドネ・・一　ニゲチャッタノ。然

　おうち帰ったらどうした？

○オウチ　カエル　トキネ　＃　オカアサンガネ　＃　ゴジゴロニ　オムカエ　キダ

　ノ。然

　おうちからねg幼稚園に来るにはね，どういう道を通ってくるの？

○ウーンFネ　＃　ボクハネー　ハジメネ　＃　……アノ……　オオドオリノネー

　＃　ジドウシャガイッパイ　トオルネー＃モッ　モット　ナカ　ハイッテ

　キテネー　＃　ウーントネ二一　オミセヤガ　アル　ト＝ネー　＃　ズーット　ソ＝

　ノ　ミチネー　＃　コノ　ウーン　オオキイ　ミチ　ジャナクテネー　＃　チュウ

　グラ

　セヤガ　アル　トコネー　＃　ズーット　ソ＝ノ　ミチネー　＃　コノ　ウ…ン

　半半キイ　ミチ　ジャナクテネー　＃チュウグライノ　ミチノネー　＃　デンキ

　ヤサンノ　トコロヲ　トオッテネー　＃　ウーン　ソレカラネー一＃　ウーン

　ズーット　イッテネー　＃　アカンボウガ　イルカラ　＃　甲州ワラサン　チ，ノ

　ネー　トチユウノ　フミエセンセイン　チカラネー　II　フミエセンセン　チカラ

　アノネーミチ，ガホソクテネー＃ソッカラネーウーン……イイミチ

　トオッテネー　＃　ヘイキショウノネー　＃　コウジ　シテルネー　＃　ウーン

　コッチガワノジドウシャ　トオルト＝ロノ　ミチトオッテクルノ。然

　遠いの？

　ウシャ　トオル　トコロノ　ミチ　トオッテクルノ。然

　遠いの？

○ウーン。トオク　ナイ。アンマリ。

　おうちの人だれとだれがいる？

○オカアサントネー　＃　オトウサントネー　＃　ウーン　ムッチャンテ　イウネー

　＃　ウーン　イナカノ　ヒト。
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　と，ぼく？

・○ウン。アト　アカンボウノ　フッチャン。

　お父さんのお仕事はなに？

○ウーン　ジドウシャ　ツクル＃カイシャニ　イッテンノ。然

　お母さんはなにしてるの？

○ウーン　ジドウシャ　ツクル＃　カイシャニ　イッテンノ。然

　お母さんはなにしてるの？

・○ウーン　ガッコウデネー　：＃　ウン　セートヲネー　算　ウン　セート　ペン

　セート一盛ベンキョウオシエテンノ。然ガッコウノ。／先生？／ウン。

　どっち好き？

○ドッチモ　スキ。然

　ほめられることある？

○ウーーントネーテツダウコト。然

　叱られることは？

○トネー　イタズラ　シチャウノ。

　叱られることは？

○トネー　イタズラ　シチャウノ。

　どんないたずらするの？

○ウーントネー　ヘイユ　ノボッチャ　イケナイッテ　イウノヲ　ワスレテ　ノボッ

　チャウカラ。然

　それから？どうい5ことで叱られる？

○アトネー　⇒‡　ウソ　ツク　コトモ　アルノ。

　どういう嘘つくの？

○マエハネ　ボク　ウソッテ　シラナカッタンデネ・一　＃　ウーーン　ヒ　ヒトノ　モ

　ノ　カリテ　キテ　オイテ　イッタノネー　＃　ウーン　「カッテ　キタノ」ッテ

　ユッテ　ウソヲ　ツイチャツタノ。

　ヒ　ヒトノ　モノ　カリテ　キテ　オイテ　イッタノネー　＃　ウーン「カッテ
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キタノi。テユ。テウソヲツイチヤッタノ．然

　で今は？

○ウーン　アンマリ　ツカナイ。＃　ウソバ。＃

　いけないってことわかったの？

○ウン。然

　どういうお遊びが～回すき？

○ウントネ　カクレンボ。

　幼稚園はどうですか。

○ヨウチエンハ　オモシロイ。＃　ドングリ　ソ＝ノ　アソコデネー

　幼稚園はどうですか。

・○ヨウチエンハオモシロイ。＃ドングリソコノアソコデネーキョウハサ

　ガシタノ。

　幼稚園は面白いとこはどこ？

・○ウントネー　＃　アソコニ　ドングリ　イッパイ　オッコッテルカラ。

　どんぐりの木があるの？

○ウン。

　そういうの拾うの好き？

・○ウン。

　それから？

○ウン。

　それから？

○ムシ　トル　コト。

　それから？

．○ンー一　アトネー　＃　オイカケッコ。＃

　だれと仲良し？

○サカガミマアチャント　チョウジクン。然

　テレビ見る？

．○ミル。
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　どういうの見る？

マンガ。然

　どういうの見る？

○マンガ。然

　なにが面白い一番？

○ウーントネー　＃　パーピ・・一。

　パーピてどういうの？

○ウーントネ　＃　ホシカラ

　トーガ　ネー　＃パピー

　ナクナルトネー　＃　ウン

　＃　スグレタ　チノウデ

　知能ってな一に？

　キテネー　＃ペンダントガネー　＃……ペンダン』

　ロボットミタイノデネー　＃　ウーン　ペンダントガ

　ウーントネー　ニッポン，ノネー　チノウヨリモネー．

カンがXテ　ヤッツケテ　ヤ　ヤンノ。

　　チノウデ　カンガエテ　ヤッツケテ　ヤ　ヤンノ。

　知能ってな一に？

○ワカンナイ。ナンダカ。然

　口末の知能より強い知能ってなに？

○ワカンナイノ。然

　だけど面白いの？

○ウン。然

　それからなに見る？ほかには。

○ワカンナイ。

　お・母さんが読んでくれたり，お話をしてくれたりする？

○スル。

　お母さんが絵本読んでくれたり，お話をしてくれたりする？

○スル。

　どんなの聞いた？
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Qウーントネー　鉢　……アトムノ　才ハナシ。＃　ホンガ　アルノ。然

　そのお話きかせてよ。

・○エ？

　お撮さんが読んでくださったお話を聞かせて？

・○ウーントネー　＃　ハジメハネー　＃　アトムネー　＃　ウーン　ハジメ　ナンニ

　モ　ヤンナイデネ～　＃　アトネー　テジナシデネー　＃　テジナシノ　ロボット

　ガアッテネ・・N＃ウーントネー

　ハジメ　ナンニモ　ヤンナイデネー　＃　ア1・ネー　テジナシデネー　＃　テジナ

　シノ　ロボットガ　アッテネー　＃　ウーーントネー　ドンナネ　テツデモ　トオリ

　ヌケチャウ，ネー　＃　アレナノ。＃　ソレデネー　＃　ウーン　ナントカッテ

　イウ　モウ　ヒ1・リノ　ニンゲンノ　バカ（セ）　ンー　テジナシガ　イテネー　＃

　ウーントネー　＃　アノー　テジナシノ　ロボットトネー　＃　ウーン　オンナジ

　ノデワルイ　ロボッ1・ヲ　ツク　ツクルタメニネー：鉢ココニネー＃ソ

　ノ　イエニネー　ツレコマレテネー　＃　ウーン　ナンマイモ　ドア　アケテネー一・

　＃　ンー　テジナシデネー　ウン　カベガ　ナンマイモ　ア　アル　テジナ　シチ

　ャッタカラネー　＃　デンキノ　デンセンノネー　＃クモノ　スノ

　シデネー　ウン　カベガ　ナンマイモ　ア　アル　テジナ　シチャッタカラネー

　＃　デンキノ　デンセンノネー　＃　クモノ　スノ　ウエニ　ヒッカカカッ

　チャッテネー　＃　ウー　ソレカラ　デンキ　キテネ・・一＃　ンー　ニセモノ　ツ

　クッタノ。然ソレデネー　アノ　アノ　＃　アナカト　オモッテネー　＃　ウーン

　ウーン　アトム，トネ　ホントノ　ロボットノ　テジナシガネー　＃　ウーン　ア

　アノ　クライ　アナニネ・・N　ハイッテ　ロウソクヲ　モッテネー　＃　アトムハ

　ロボットダカラ　アナカラ　サーチライト　ツケテネー　ミタラネー　＃　ソノ

　ワルイテジナシガネー　＃‡　ウーン　バケテタカラ　＃　アトム　ウーン　ウーン

　ヤッタノ。＃　ソレデネ　一一＃　トビツイテネー　＃　ライトヘ　アゲ

　＃　ウーン　バケテタカラ　＃　アトム　ウ・一ン　ウーン　ヤッタノ。＃　ソレデ
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　ネー　尊　トビツイテネー　＃　ライトヘ　アゲテ　クダサイッテ　ユッダラネー

＃　ライトハ　アトムガ　ウエ　アゲテ　マタ・ロウソク　モヅテ（キテ）　ナカニ

　ハイッテ　イッタラネ＃　ドウクツガ　アッタノ。＃　ソノ　ドウクツノ　ナ

　カ，ハネー　＃　ウーン　ウーントネー　アノ　テジナハ　ワルイ　テジナシノネ

　ゥーン　＃　ウーン　ドウクツダッタノ。ll　ソレデネー　＃　・…・・ンー　ソレガ

　ネー　ドウク17ダト　ワカッテネー　＃　ドウクツガ　ワカッチヤッタンデネー

　＃　ソレノ　ノ　テジナシハネー　＃　ウーントネー　ウン　キテネ　（ニセ）モ

　ノノ　ロボットノ　アレ　ダシタノ。＃　ソレデネ　アトムハ

　テテジナシハネー　＃　ウーントネー　ウン　キテネ　（ニセ）

　モノノ　ロボットノ　アレ　ダシタノ。＃　ソレデネ　アトムハ

　クモノ　ロボットヲ　ヤッツケタラネー　＃　ウーン　アトムノ

　ウシロカラネー　躰　ウーン　ニセモノノ　テジナシ　コウセンジ”一　モッテ

　キテネ　＃　ウーン　アトムガ　ハンタイカラ　ウン　ヌイテネ・一．＃　チェーッ

　ト　ダシタラネ　＃　フキトバサレチヤッタノ。

　絵本なの？

○ウン　然　工ホン。＃

　ぼくが読むんじゃなくて，お母さんに読んでもらったの？

○ウン。然

　ぼくが読むんじゃなくて，お母：さんに読んでもらったの？

○ウン。然

　ニュースなんて見る？

Oミネー　ア　アンマリ　ミナイb然

　新聞なんかは？

○ミナイ。然

　ここへ絵本もってきたのよ。このお話きかせてね。

○ドコ　ヨムノ？

　字を読むんじゃないの。これ縞馬とライオンのお話が書いてあるのよ。絵をこうい
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　5ふうに順々に見て自分でお話つくづてください。

　ライオンがどうしました？

　よ。絵をこういうふうに順々に見て肖分でお話つくってください。

　ライオンがどうしました？

○ライオンガネ・・一＃　シマウマヲネー＃エー　タベヨウト　シテネー＃　ウー

　トネー　＃：アー　オイカケテ　イッタラ　シマウマ　ニゲテネー　＃　ンー　ミ

　ンナデ　ニゲテネ・一一＃　ナンカ　タベテルトネー　＃　ウーン　ライオンガネー

　＃　ネー　ウシロアシデネー＃ウーントネー　シマウマニ　ケットバサレチャッ

…．然・レカララ・オ・一シマ・マ・べ・…　タ・・＃1藍
ぢ1イ・チ・・タ・

　このお話は？

○ウーントネー　＃　カメトネー　カメトネー　＃　ンー　ウサギガ

　このお話は？

○ウートネ　＃　カメトネー一　カメトネー　＃　ンー　ウサギガネー　カケッコ　シ

　テネー　＃　ンー　カメラ　グングン　オイヌイテ　イル。ネー　ウーンネー　ウ

　サギハネ　カメハ　ンー　コナイダnウト　オモッテネー＃ウーントネ　グー

　グー　ネムッテル　ウチニ　カメハネー　＃　キテネー　ソーット　ウサギノ　ト

　コ　トオリヌケ　シテネー　＃　ヤマノ　ウエニ　ツイテ　ウサギハネー　＃　ク

　ヤシガッテ　オイカケテ　イッダノ。

　上手ね。このお話きいたことある？

○アル。

　なんていう題のお話だっけ。

○アル。

　なんていう題のお話だっけ。

○カメト　ウサギノ　カケッゴダ。

　これは？
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○ハジメネー＃　ミズヲ　ヤンナイカラネー＃オハ　ヒマワリノ　オハナガネー

　＃　シオレチャッテネー　＃　オテントサマバッカリニ　アッテ　ア　アテラレテ

　ルカラ　ミズヲ　ヤンナキャ　ダメデネー　＃　シオレテルノ　ミタカラネー　＃

　オニイサンガネー　＃　アッ　オジサンガネー　＃　ミズヲ　ヤリニ　キテ，ミズ

　ヲ　ヤッテ　ゼンブ　ンー　ソノ　ミズヲ　ヤッテ，：＃　ンー　ヒニ　アテターラ

　ンー　ヒマワリハ　ヤット　タッタノ。

　ズヲ　ヤッテ　ゼンブ　ンー　ソノ　ミズヲ　ヤッテ，＃　ンー　ヒニ　アテター

　ラ　ンー　ヒマワリハ　ヤット　ダッタノ。

　こんどこれ。ためいきついちゃうの。

○クマガネー　＃　ンー　クマ　ネズミガネー　クマノネー　＃　ンーm　ドッカヲ

　フンデ　クマガ　ナイカケテ　キテネ　＃　ウーン　ネズミガ　オオドオリニ　デ

　テネー　ウーン＃　ジドウシャ　トラックガキテネー　＃タマノ　セナカ

　ニ　ガ…ント　アタッタラ　ジドウシャガネ　ツブレチャッタノ。然　オモシUイ。

　面白い？この絵。この前お祭あったでしょ？／○ウン。／覚えてる？

　まだ。

○イッカイシカ　イカナカツタノ。然　ウントネー　ビィヨゥキニ

　まだ。

○イッカイシカ　ィカナカツタノ。然　ウントネー　ビィヨゥキニ　ナッタ。アタマ

　イタク　ナッタカラ。然　ウーントネー　＃　オマツリデネー　＃　ボクネー　ハ

　ジメ　オマツリ　イッテネ・・N　＃　エートネー　ドンドン　ハイッテ　イッタラ

　＃’オモチャガ　アッテネー　＃デンキノネー　ンー　カイチェウデントウノ

　テッポウ　ハジメ　カイタカッタンダケドネー　＃　カメラノ　テッポウ　ウッテ

　タカラ　ソノ　カメラノネー　アレダー　カイチュウデントウ，ヲ　カッテネー

　＃　カエッテ　キタノ。

　お母：さん，いつもおうちにいなくて淋しくない？

○ウーン。サビシイー　コトモ　アルケド，＃　アンマリ　サビシクナイ。
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　お母1さん，いつもおうちにいなくて淋しくない？

○ウーン。サビシイー　ロトモ　アルケド，llアンマリ　サビシクナイ。

　赤ちゃんだれがみているの？

○オカアサン。ネテル　トキモ　アンノ

　わいい？／　ウン。カワィィ。

トキドキ。／だれが。／フッチャン。／か

（注）＃罵調査者の倉つち「5ん」「んjの略詑号。然罵調査者の応答「そう」「そうね」

　　　などの略記暑。長い点線：はカードの変わり麩で，各カードのはじめに，その

　　　文脈がわかるように前のカーードのあと二行を繰返してある。この年報では，

　　　紙面のつこうで追いこみにしたので，そのようになっていない揚合がある。

　　　また，それぞれのカードのはじめには，幼児の略記号その他がはいっている

　　　のはもちろんであるが，ここでは略した。

C　今後の予定

　来年度は次の二つのことを予定している。

（1＞40年度に採集したこれら資料カードを使って，この年令の幼児のことば

　の実態を知るとともに，文を講文，陳述の両側面から分析する。

（2）資料カード補充のための調査

　　調査法については（1）の文の分析の経過を参照しながら検討するが，40年

　度と同じ時期に年長児のことばをさらに採集する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）
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明治時代語の調査研究

A　騒　的。意　義

　近代語概究室では，昭fu　30年度以来，明治初期の文献を資料とした語彙

調査を継続して行なってきた。その成果については，そのつど年報または報

告書に発表されている。（『年報S7～15，および，瑚治初期の新聞の用語一報告15

一』参照）

　39年度からは，その語彙調査で得られた資料により分析考察すべき問題

のうち残されたものについて，一往のまとめをするとともに，新しい構想に

よる調査概究にも着手しようとして，次の四つの柱を立てた。

　（1）明治初期文献の用字調査

　（2｝明治初期文献における助詞・助動詞の調査研究

　（3）明治初期文献に現われた語彙の用例記載カードの作成

　（4）明治初期生まれの古老の談話の録音採集

　ほかに，これまでに資料として購入した文献の整理をするため，

　（5）明治文献の分類整理

の仕事を加えた。

B　担　　当　　者

　（1×4）は進藤咲子，（2×3）は永野賢が担当し，（5）は永野と進藤が共同して当た

った。年間を通じて牧野正子が仕事を助け・また・2名の臨時補助者が随時

作業；に加わった。

C　本年度の経過

仕事の能率を高めるため，研究補助員・臨時補助者の力をすべて（1）に注入

した。そのため，（2×3）はほとんど仕事が進まず，かつ，永野は昭和37年度：

　　　　　　　　　　　　　　一　108　一



以来の「園民各層の言語生活の実態調査」とその継続調査の報告書の執筆。刊

行のために，大部分の時日を当てざるを得なかった。

　（5）については，本年度宋3月現在で，440蔀1，125冊の文献を1・／本十進分

類による分類番暑を付したカードを作成することによって，一往の整理を

終えた。

　（1）（4）については，次項に報告するQ　　　　　　　　　　　　（永野）

D　明治初期文献の用字調査

　昨年度に引き続き郵便報知新聞の周掌調査を行なった。用字調査の嬢的，

規模については｝｝乍年度の年報に報告してあるので省略する。また，昨年度の

年報には，郵便報知新聞の使用度数10以上の語の二字について，その調査

の結果の一部を報告してある。

　今年度は，使用度数9以下の語の削字について調査した。この調査のため

の作業は，一般胴語（地名，入名，数詞を除いた）について，その語を表記し

ている漢字の一字ごとに集計カード（その字の用いられ方および使用度数が

一覧できるカード）を作成した。ただ今，地名，人名，数詞の集計カード作

成の作業がその大半を終わるところである。　’

　使用度数9以下の語の一般用語は，異なり語数では11爲3語，延べ語数で

は41142語である。これの用字調i査の結果は次のようである。

　　　　　　　異なり字数　3469＊

　　　　　　　延べ字数73710

　　　　　　　　内　　訳

　　　　　　　　　　音　　55378　　（75．1％）

　　　　　　　　　　謬耀　　16138　　（21．9％）

　　　　　　　　　特謬ll　　2194　　（　3．0％）

　＊使用度数10以上の語の字種との重複1010字，非重複129字。この数

　　字は異体字を含む。

　さて，使用度数10三思の語と9以下の語とに分けて行なった調査（字の用
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いられ方を見るためには，分けた方が種々の便宜がある）を合併すると次の

ようになる。

　　　　　　異なり字数　　3598＊

　　　　　　延べ字数138402

　　　　　　　　内　　訳

　　　　　　　　　　音　　　87249　　（63，0％）

　　　　　　　　　　言謝　　　47827　　（34．6％）

　　　　　　　　　禦蜜謡1　　　3321　　（2．4％）

　＊　地名，人名，数詞は未集計。

　なお，今までにあげた数字は，最終のものではない。全部の作業を終了し

たところで，あらためて正確な数字を報告する。

　郵便報知新聞の期字調査は，ほぼ完了するところであるが，次年度に調査

の結果について報告する予定である。

　　　　　　E　明治初期生まれの古老の談話の録音採集

　今年度は，次の方がたのお話を伺い，延べ約10時闇分の談話を録音採集

した。

　　　○生野団六氏（東京採集　明11生　87歳　公社役員）

　　　○池田ゆきさん（東京，明5，93，元教員）

　　　○田中　融氏（松江，明13，85，元商業中学校長）

　　　○落合テイさん（松江，明19，79，元教貴）

　　　○小笹かめさん（松江，明18，80，農業）

　　　　きまち
　　　○来海ぜんさん（松江，明18，80，質やご隠居）

　　　○井村かねさん（伊勢明18，80，旧家，旅館経営）

　なお，東京においての録音採集にはタ生野氏令孫大坪富美子さん，池田氏

令孫池田一氏（NHK教養部），松江に出張しての録音採集には，松江市収入

役漢東種一郎氏，元代議士木村栄氏，旅館経営の山田千代江さん，松江市役

所の召次重美氏，および落合春雄氏らのご協力をえた。　　　　（進藤）

　　　　　　　　　　　　　　一110一



電子計算機による大量語彙調査の

準備的研究

A　巨1 的

　国語問題の解決に役立つ基礎資料を整えるためには，現代語の語彙につい

て使用の実態を広緬期に明らかにする必要がある。本研究所では，これまで

書きことば研究室がラ比較的大きな規模の語彙調査を行なって，語彙表を作

成してきたが，基礎語彙の設定に資するためには，いっそう規模の大きい調

査を行な5必要があることがわかってきた。これには電子計算機を旧いるの

が最もよいと考えた。また，データとして漢字かなまじり文をそのままの形

で取り扱5ためには，入出力機器として漢字テレタイプ（略称するときは

「漢テレ」という）を肱・るのがよいと考えた。本年度内に電子計算機と漢字

テレタイプが設置されることになったので，41年度から大規模の調査が始

められるように，全般にわたって準備を整えるのが本年度研究調査の融勺で

ある。

B　担　　i当　　者

　第一資料研究室の林四郎，石綿敏雄，田中章夫，南不二男，松本昭および

言譜計量調査室の斎藤秀紀（40年10月より）がこれ1こ当たり，柴崎三三，小林

さち子，本多レイ子，中野三千子（40年6月から）が研究作業をたすけた。ま

た，研究作業の一部に，第一研究蔀長林大，書きことば研究室の見坊豪毅，

西尾寅弥，宮島達夫，話しことば研究室の鈴木重幸，近代語研究室の進藤咲

子，第三資料研究室の斎賀秀夫，土屋信一が協力した。プログラムの開発に

ついては，日塞ビジネス・コンサルタントの出本武氏の助力を得た。

C　これまでの研究経過

この研究は昭和38年から始まった。38年には，電子計算機の性質と能カ
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について，各種の情報を集めた。昭籟39年度には，導入すべき機種につい

て，各社の各機種を比較検討した結果，日立製作所のHITAC　3010を選定

した。昭和40年度の予算から電子計算機のレンタル設置が認められた。入

出力機器の漢字テレタイプについては，購入が認められたので，HITAC

3010への接続用として3日立製作所を経由して沖電気工業株式会社に製作

を依頼し，3台発注した。盤画に入れる文字は24GO字とし，その排列法や

コード構成法を研究して，独自の方式を定めた。

　この間，導入機種を決める検討手段の一つとして，電子計算機メーカー各

社に，片かなによって作品の用語総索引を作るプログラムの作成を求めた。

データに芥揖竜之介のぎ蜘蛛の剰を用い，2社から園答を得た。

D　本年度の謂査研究作業

　1機械の設置
a・漢字テレタイプは，沖電気工業の高崎工場で3台製作した。昭和40年

　11月1日，2Bの両日にわたって，日立検査課員立会いのもとに所員が

検査し，11月8E，研究所に搬入した。調整後，薩ちに使胴を開始した。

b・電子計算機室（譜算機室118．96・m2（35．98坪），電源室25．92・mLp（7．84坪）

　は8月17日に着工し，1月10日に完成した。

c・電子計算機HITAC　3010は，日立製作所神奈川工揚で製作した。12月

差22日所員が検査し，昭和41年1月11B搬入設置した。調整i後，3月1B

　研究所に引き渡され，使用を開始した。

　2　機械の概要

a。漢字テレタイプ

【名称】　漢字鍵盤穿孔印舌感羅

【構成】鍵盤穿孔機と印字機とから成る。各機は次のような部分を含む。

　　鍵盤穿孔機の各部

①鍵盤部　24列x25行＝　600箇の鍵（キイ）が並んでおり，各キイに4字が

　　含まれるので，全体で2400種の文字が並んでいる。（各キイの4字は，
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　両足のペダルで区別される。）

②穿孔部　紙テープにあなをあける部分で，鍵盤上のキイを押すと，所定

　の文字に当たる符号のあなが紙テープ上にあく。また，読取り部が読み

　取ったとおりのあなをあけて，テープを複製する。

③読取り部あなのあいた紙テープの情報を読み取って，穿孔部に穿孔

　させる。

④　欄御部

⑤　機械海部

　印字機の各部

①印字部打鍵または紙テープ上の情報に従っで，紙上に活字で印字す

　る。

②読取り郵書テープの情報を読み取って印字部に印字させる。また，

　穿孔機の穿孔部に穿孔させる。

③　制御部

④機械台部

匿機能】　文掌情報の扱い方　本機はH∬AC　3010にオフラインで接続す

　る入出力機器であるので・3010入出力用の紙テープをそのまま用いる。

　したがって，8単位テープに7単位のあなをあけるQただし，3010は1

　文字につき7単位1列（1けた）のあなを用いるが，漢テレでは，7単位

　2列のあなを1文字に当て，2400種の文字の区別をする。7単位のうち

　1単位は検査のためのもので，実際の情報は6単位に盛りこまれる。

文字の種類と回数

漢　字

O，　k

盤外字マーク

平がな，片なな

2・・9 o1鷺欝灘；　

　2

　1

！70
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　　ローマ字　　　　　　　52

　　ギリシア文字，音声記号　16

　　アラビア数字　　　　　　10

　　符号，　言己号　　　　　　　　　　　　40

　　　　　講　　　　　　　2400

　処理機能と速度

印旧 ｣灘礁誰二雰
　盤外牢の取扱い方　鍵盤にない文字は，盤外字マーク（＠）のあとに盤内の

字2字を組み合わせて一一定の処理番号を打ち，諸橋大漢諏辞典の通し番号と

の間に，ある頬応関係をつけて処理する。この方法だと，盤内にない字が2G

万字現われても・処理できる。諸橋漢蒲にのっていない字が出て来ても，こ

のシステムの中で処理することができる。

b．電子計算機
　臨　称翌　H狸AC　3010

　【機器構成と各機の機能i）

　①処理装置H－304計算機の本体で，次の部分から成り立つ。

　　　高速記憶部（HSM）処理すべきデー一一タと実行すべき命令を随時記憶

　　する部分で，記憶容量は2万けた（漢テレの文字では1万字にあたる）

　　である。

　　　プログラム制御部　HSMに記憶されているプログラム（命令）を実行

　　する部分で，データ処理，演算，判定と制御，入慮力の操作，などを行

　　なう。

　　　制御盤　人間が計算機に直接，命令・指示を与えるための操作ボタン

　　や表示ランプが並んだ部分。
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　　　電源部　各部へ電源を供給する二分。

　②テープ読取り穿孔機H－321電子計算機自体の入H：1力機器の一一一つ

　　で，紙テープにパンチされた情報を読み取る入力の部分（リーダー）と，

　　処理結果を紙テープにパンチする出力の部分（パンチャー）とから成り

　　立つ。処理速度は読取りも穿孔も10画けた／秒である。

　③磁気テープ装概H…382補助記憶装置の一種である磁気テープに

　　情報を書きこんだり，磁気テープ上の情報を読み取ったりする部分で，入

　　嵐力機器の一つである。（HSMが内部記憶装躍であるのに離して，こ

　　れは外部記憶装概である。外部記憶装置には，ほかに磁気ディスク，磁

　　気カーードなどがあるが，研究所には備えてないQ）本機は6台1嫌なの

　　で，6巻の磁気テープが岡時にかけられる。　このテープ1巻には，600

　　万けた書きこむことができるQ読取り速度は3万けた／秒である○

　⑤ラィンプ1タンダ（高速印字装概）H－333C処理結果を紙に活字で

　　印刷する装概である。印字速度は，96文字（片かな，英字，数字，特殊

　　記暑）で打つとき510行／分，64文字（片かなを除く）で打つとき600行

　　／分，ユ行の最大印字数は120字置ある。これは・計算機に付属した磨

　　力専門の機械である。

　⑤万能入出力艶陽（フレキソライタ・略称rフレキン」）H－177人闘の

　　文字を機械向けの文字に変えて紙テープにあなをあけるタイプライター

　　で，ラインプリンタに備わる96文字と，そのほかいくつかの特殊記号

　　を3010用に7単位1列のコーgeに変換する。逆の変換，すなわち出力

　　も行なう。処理速度は450字／分である。3台そなえた。

　3　語彙調査の異体的準備

　41年度から実施する語彙調査の準備作業として，以下のことを行なった。

3・1従来の語彙調査の検討　研究所がこれまでに行なってきた語彙調査の

　方法や成果を吟味検討し，今回の調査の性格，規模，方法等を決定するた

　めの資料としたほか，外国の語彙調査の情報についても調べて参考にした。

3・2　調査対象・方法等の検討　調査薄象は新開と定めた。その理由は次の
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　とおりである。

　仙　新聞は，一般1民が日常最も親しんでいる読みものである。

　（2）新聞は話題の纏も広く，文章のジャンルも変化に富んでいるので，書

　　きことばの用語調査資料として，比較的片寄りが少ないと思われる。

　〈3）新際記事は，義務教育終了者に読めることを羅標にして書かれている

　　から・特に難解な文章や弾琴的な用語などを使用しないよう努力されて

　　いて、基本語彙を考える資料になりうる。また，逆に学校の国語科教育

　　では新聞の読めることが蹴票の～つとされている。

　　対象の範闘は，昭和41年1年閻の新聞数種の全紙面とし，サンプリン

　グ調査を行なう。層別については，サンプリングのための層別と結果の分

　析のための厨瑚とを別に考え，それぞれについて各種の案を出し，検討し

　た。

13・3　語の単位分割の基準の検討　文章から語を認定する基準を立てること

　がまず必要である。書きことば研究室のこれまでの調査では，はじめ，α

　単位と称する，学校文法でいう文節に近い単位を用い（婦人雑誌の調査），

　あとからは，β単位と称する細分化した単位を用いてきた（総合雑誌および

　雑誌九十種の調査）。これらの単位基準を検討したうえで，新しい基準を立

　てた。まだ最終的に確定してはいないが，原則として，長い単位と短かい

　単位とを併用することにした。長い単位はα単位に近い。短かい単位はβ

　単位に近く，あるいはそれよりさらに短いもので，形態素に当たるものと

　なるだろう。

：3・4漢字テレタイプによる入力方式の検討　漢字かなまじり文の言語情報

　を電子計算機に処理させるための基本的条件の一つに，漢字テレタイプに

　よる入力の方式を最も合理的な方式に定めるということがある。これは，

　将来研究所における各種の研究調査を広く電子計算機で処理する場合に非

　常に大事なことなので，そのための研究を始めた。とりあえず，今回の語

　彙調査に必要なこととして，

　①漢テレ盤内字のコー俵を作る。
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　②盤外字の処理方式を定める。

　の二つを完了した。盤外字のことは前述のとおりである。

3．5　語彙調査処理プログラムの検討　機械処理の方法には，いろいろなア

　　イディアがありうるので，それらを出し合って検討した。数種のブロック

　チャート（処理の大まかな流れ図）を描いて比1簗検討し，各方式の場合の時間

　計算などを行なった。

3・6漢字テレタイプによる門下総索引作成プログラムの作成　昭湘39年

　度には，片かなによる蜘蛛の欄の総索引を作成し，年報16に作成手順

　のブロックチャートを詑しておいた。漢字テレタイプが11月に設置され

　たので，語彙調査プログラム研究の第一段階として，漢字テレタイプを入

　出力に用いる用語総索引作成プログラムをまず作った。12月から作成に着

　手し，3月に完成し，漢字かなまじり表記による『蜘蛛の糸9の用例出典つ

　き月彗語総索引を作った。3月24日の評議員会では，処理の一部を実演し

・　た。このプログラムの内容は，別の機会に報告する。作業に要した正味の

　丁丁を箏物別に示すと，次のとおりである。

　　1．人闘の作業

　　a．単位切り，活用形修正，漢字のよみがなつけ，清書。！人　32時澗

　　b．清書原稿を見て漢字テレタイプで紙テープにパンチ。1人　15蒔閥

　猛．電子計算機の作業

　　a．紙テ・一一プの内容を磁気テープに書きこむ。

　　b・磁気テープ上のデータを語別にして見出し語を立

　　　て，語ごとに胴例（1文），出典を書き入れる。

　　c・見出し語によって五十音順に整理する。

　　d・磁気テープの内容を紙テープにパンチする。

　烈1・漢字テレタイプの作業

　　a。鉦dでできた紙テープを漢字テレタイプの印字機

　　　で印字する。

3・　7
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7分

8分

10分

90分

約2時間

フレキソ～ラインプリンタによる書語資料処理プログラムの開発

（1台のべ）

43時閥45分

　　　　　漢



　字テレタイプを入出力とする三二情報処理に対tL，漢字テレタイプを用い

　ない処理業務の部門として，フレキソで入力してラインプリンタで出力す

　る通常の方式による言語情報処理に着手した。まず，データとして，録音

　された話しことば資料を用いることにした。昭和38年度に松江市で「園民

　各層の言語生活の実態調査」を実施した中に，一家族の一日の発欝を録音

　したものがある。その文字化が終っているので，これを材料にし，電子計

　算機によって用語の総索引を作るほか，諸種の分析を行な5プログラムを

　組み始めた。40年度内にプログラムの一部ができたので，データの一一部

　を使って処理を試み，成功した。

3・8処理方式を改良するプPtグラムの研究　われわれが41年度から行な

　おうとしている語彙調査の処理方式は，機械処理の前後に多くの人手を要

　するやり方である。将来は人手をへらして，なるべく多くの仕事を機械に

　行なわせるように，玄理化されたプログラムを考える必要があるので，今

　からその研究に着手した。その項臼は次のとおりである。

　a・自動単位分割　穏下，語彙調査に必要な二二の作業の大きな部分を占

　　める言語単位分割を計算機自身が行な5ようにすることをRざす。な

　　お，今年度の文部省科学研究費による各個研究（岩渕悦太郎）「電子計算

　　機による自動書語単位分割の研究」に，林，石綿，田中，齢松本が協

　　回した。今年度内に得られた成果は第一次報告『電子計算機による言語

　　単位分割自動化の研究』（孔版印刷）に述べられている。

　b・自動よみがなつけ　語彙表における語の排列を五十音順にするために

　　は漢字で表記された語によみがなをつけなければならない。さしあたっ

　　て，よみがなはすべて人間がつけるが・これを大部分計算機が自分でつ

　　けるようにすることをEざす。

　c．活用形の自動修正　語尾変化のある語は，文章の申では多くが終止形

　　以外の形で現われる。見出し語を終止形にWt一一・して立てるためには，そ

　　れら語形の変化している語を終止形になおして入力する必要がある。こ

　　れも，さしあたっては人聞が行なうが，それを計算機が自動的に処理す
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　　るようにすることを目ざす。

　d・自動語彙分類　さきに研究所は，語彙調査の結果から粉類語彙刻を

　　作って刊行した。今後，計当機でいろいろな言語情報処理を行なうの

　　に，いろいろな性格の分類語彙表（いわゆる「シソーラス」）カミ必要になって

　　くる。それらの語彙分類を計算機自身が作ることを目ざす。

　4　研究員。作業員の研修教育

　新しい種類の仕事を開始するに際して，各種の技能を習得するための研修

教育が必要であり，次のことを行なった。

a・プログラミング技術：の習得　HIITAC　3010のプログラミング技術の基

　本は，室員全部が知っておく必要があるので，日本ビジネス・コンサルタ

　ントの実施するアセンブリ・プログラム。コースの講轡を全員が受講したQ

　そのほかの＝　一一スについては，必要に応じて受講した。

b。喬語単位分割の講練　研究員の作成した分割基準によって研究補助員に

　潮練を施し，研究補助員が臨畦の作業補助者の作業を指導できるようにし

　た。

c．漢字テレタイプ操作員の教育と訓練　漢字テレタイプの操作員として採

　用した1名について，打鍵および機械操作について，讃練を施した結果，

　すでに確実な操作技能を身につけ，実務に従事している。

　5　報　　　皆

　5月から，部内用の報告闘報』を，孔版によって毎月作成し，必要な所に

配布した。各．号に掲載した記事は次のとおりである。

5月

6月

7月

8月

チr．ッカートの意味i論（石綿）

自動単位切りの一アイデア（石綿）

日本奮語地図の電子計算機による作成（山本）

Co】zaputational　Linguis七icsをめぐる断想（松本）

Compultation．ftl　Llnguisticsについての覚え書き（石綿）

Computerによる文法上の諸問題の分析（田中）

計鋒機による文章処理の展望（林）
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　　　On　the　Description　of　Syntac七ic　Sむructures（南）

9月　Compu捻七iona｝Ling：uisもicsの定義について（石綿）

　　　語彙調査プログラムの時闘計箕（石綿，小林，由：本）

10月　国研用漢字鍵盤穿孔印刷機（漢テレ）の概要及び同機による漢字処理の

　　方法について（松本）

　　　圏研用漢テレとそのコードについて（松本）

11月　国研用漢字鍵盤穿孔印刷機（漢テレ）の概要及び同機による漢字処理の

　　方法について（続）（松本）

　　　H－3010による漢字の自動解読についてのアイディア（田中）

12月

1月

2月

3月

『基本語活用辞典£の案（林）

雑報

読みをささえるキーワードの求めかたについて（林）

語彙の自動分類（石綿）

E　今後の予定

　昭湘41年度から新聞の語彙調査の実施にかかる。あわせて，電子計算機

による松江資料の処理，言語情報処理のための言語の研究，言語情報処理の

諸方式についての研究等を行なら。　　　　　　　　　　　（林　四部）

一　120　一



社会構造と言語の関係についての

基礎的研究

A　日的と方法

　虚語あるいは言語生活は，祉会生活およびそれを規定している祉会構造と

密接な闘病を持っているが，この研究はまだ十分に行なわれてはいない。も

ちろん研究方法も確立していない。いわば乗開拓な分野に属する。したがっ

て，この研究を進めるにあたっては，まずその研究方法を十分に検討する必

要がある。まず単純な構造を持つ祇会において，比較的明確な喬語事象に範

囲を限って調査を行なうのが適当であると考えられる。そこで比較的単純な

構造を持つと思われる農村について，特に共通語生活と方言生活との交渉・

接触において前者を推進し，あるいは阻止する条件を，方醤体系や祉会生

活・社会構造との関係において明らかにしょうとした。調査地点としては福

島県北部農村（伊達（だて）郡保原（ほばら）町地区および福島市郊外の茂庭（もにわ）地、

区）を選び，ほぼ4年閲で調査を完威しようと計画した。

：B　担　　当　　者

　この仕事に当たる本年度の分担は次のとおりである。

　　　音韻・文法　　　　飯豊毅一

　　　語彙・桂会構造　　渡辺友左

　もちろん，つねに討論・協力して調査を進めたことはいうまでもない。な』

お河東はるみが作業を助けた。

C　研究の概要

1　計画のあらまし

　このような調査を行なうためには，ほぼ次のような作業を要すると考え．

た。
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（1）方言体系の記述　　共通語生活の推進・阻止の条件を考える場合には当

　然従来の方言生活ないしそこで用いられている方言体系をまず把握する必

　要がある。いわば全体の準備的研究であるQ

（2）言語使用の実態　　この地域における人々が日常生活においてどのよう

　に言語を使用しているか・共通語あるいは方言をどのように使い分けてい

　るかを調査する必要がある。

　　第一に，ある場面（たとえば親しい友人と雑談する一合）において，話し

　手の条件の異なりに応じてその使用言語はどうなるであろうか。性・年齢・

　職業・教養等の違いが使胴欝語にどのような差をもたらしているであろう

　か。あるいは言語についての意識がどのように異なるであろうか。

　　第二に，各種場面の違いに癒じて使周される国語がどのように異なって

　いるであろ5か。家庭内とか，近隣の人との癒待などのようなくだけた揚

　面と，宮公庁とか見知らぬ人（たとえば東京の人）との果断などのような改

　まった場面との間には，どのような違いがあるであろうかQ

　　このようなことについて，録音資料あるいは面接調査によって調査を行

　なう必要があろう。

〈3）言語活動の機能・言語生活の形態　　どのような言語生活を営んでいる

　か，また，話し。聞き，読み・書く言語活動はどのように行なわれ，どの

　ような機能を発揮しているか。農村が近代化する過程においてかなりな変

　動が予想されるものである。

（4）社会構造・社会生活の実態　　農村の近代化もかなりな速さで進んでい

　ると思われる。祉会構造や社会生活は言語生活あるいは書語活動にはかな

　り直接に結びつくが，言語体系には現在の国会構造・社会生活と岡三に前

　の時代のそれも影響を及ぼしていると思われる。したがってこれらの調査

　には現在の実態のみならず戦前のそれも追究調査する必要があろう。

（5）以上の総合　　以上の（1）～（4｝を総合的に関係づける調査が必要である。

　これはかなりな規模のものを予定しなければならないであろう。しかし前

　記の課題を明らかにするためには欠くことができないものであり，（1）～（4｝
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　は実はこの準備的調査研究であるといってもいいのである。

2本年度の研究

　本年度は第一一年度であり，研究を進めるに当たっての計画の検討や環境整

備等，具体的調査に入る以前の準備もあって，具体的な調査研究そのものは

多くをなし得なかった。

〈1）方欝体系の調査　　ぎ福島県方言辞典9をはじめ従来の研究物について

　調査を行なったほか，保原地区4地点，茂庭地区1地点でそれぞれ数名に

　つき昭科41年3月に音韻・文法。語彙のめぼしい特徴を中心として面接

　調査を行なった。文法では用心の活用を中心とし，めぼしい助詞・助動詞

　の用法について行なった。語彙では親族語奨と形容詞・形容動詞を中心

　に，その体系を明らかにしょうとした。（音韻・文法・語彙のそれぞれの

　調査地点はかならずしもeq一一一ではない。）

　　また参考として周辺地区（梁愚論梁川および豪雨町白根・月館町・霊山

　町大石・桑折町）においても岡様な調査を行なった。

　　この整理は次年：度に持ちこされ，た。

（2）欝語使用の実態の調査　　昭湘40年8月に保原地区・茂庭地区におい

　て，話し手の性。年齢。教養等の違いによって使用言語がどのよ5に異な

　るかをみるために，録音調査を行なった。すなわち親しい人とくだけた話

　し合いを行なう揚面に限定し，男子老年層，男子青年厨，女子老年層，女子

　青年層の四つの層をさらに教養（学歴）によって二つに分け，計八つの層に

　ついて各3名の話し合いを録音採集した。話題はできるだけ同様なものに

　することを心がけたが多少のずれがある。そのリストは次のようになる。
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i織轡騨生噸i鈴擁灘紳範

　このうち15時閲を文字化した。（文字化には環地の保原高校教論小野忠氏お

よび福島大学属文科学生宇野伸一氏の協力を得た）。録音資料リストに㊥とあ

るのがそれである。さらにこのうち4時間分についてカード採藥を行なっ

たが，その分析整理は次年度に持ちこされた。4時品分の録音資料にふく

まれている話者ごとの文の数は次のようになる。

　　　　購」汝釧　話　考　甥　文　数
　　　　．i一．一um．1．

1寄寄栂謎臓鈴ぎ轟鰍読

1避再♂翌騰甥：饗蕗墾㌔i醗◎

瞳熟練囲鞭鋤閤蟹／／臆闘魂
（3）社会構造の調査　　本年度は記録や各種続謙表による概観調査を行なつ

　た。これには農林省発行の膿業センサス2，総理府発行の掴勢調査報告割

　をはじめとする既刊資料および中央官庁における各種資料を利卜したほ

　か，昭湘40年8月および昭和41年3月の上記調査の際にも福島県庁や現

　地徳機関にある諸資料を利嗣した。これは保原地区・茂庭地区の産業・職

　業構造，人口・学歴講造，交通圏・通信圏等についての基礎的調査の一部

　分である。

　　また，既存資料の収集につとめた。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　次年度は方言体系の調査，および本年度採集した録音調査のカード化とそ

の整理分析を進め，さらに奮語使用の実態を主として爾接調査によって行な

おうとしている。’すなわち共通語と方書をどのように使い分げており，また

意識しているか，方言内部における類似の語・形式をどのように使い分け，

意識しているか，それらは話者によってどのような違いがあるか等を調査iす

る予定である。
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　また，赴会構造についても基礎的調査を継続しつつ，どらに家族構造，消

費構造，コミxニケーシ。ン圏，商業圏等に蝿闘を拡げ資料を収樂しょうと

している。

（飯豊）
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現代語における漢字ならびに表記法に

関する調査研究

　　　　　　　　　　　A調査の欝的・意義

　国語の正書法を確立するうえに役立つ基礎資料を得るために，国語の文

字・表記法に関する諸閥題を課高富記する。

　　　　　　　　　　　B　損　　当　　者

　調査碕究の撞当者は，

　　斎賀秀夫　土屋信一

の両名であり，宇野瑠美子（昭和40年6月30日辞職）・菅野裕子（昭和40年7月

1日採携）が，作業を助けた。

　　　　　　　　　　C　これまでの作業経過

　昭湘37年度以降，「現代雑誌九十種の用語用字調査」で得られた資料に基

づいて，漢字ならびに表記法に関する調査耐究を行なってきた。37年度は，

「使用率順漢字表」および「絹法鐡漢字表」を作成し，若干の分析結果を加え

て，園研報告22三代雑誌九十種の用語用判（第二分賑漢字表）を刊行し

た。38年度は，漢字の音訓使l！Flの実態を調査し，その結果の一部をぎ年報15ヨ

に報告した。39年度からは，主として，送りがなと，漢字・かなの書き分

けの問題を採りあげ，その実態を調査し，分析を進めてきた。このうち，「送

りがなのゆれている語例」の一覧表を，ぼ年報16£に掲げた。・

　　　　　　　　　　　　D　本年度の作業

　1　現代雑誌九十種の柵戸調査

a．送りがなに関する分析

　　現代雑誌の用語調査で得られたすべての語IDについて，送りがなの使用
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　状況を明らかにするため，各語を，品詞別，活県別，音節品別，語結合の

　種類瑚に分類したうえで，送りがなの使用状況が一覧できる送りがな分析

　表を作成した。さらに，一つの諮が他の品詞に転成したり，あるいは複：合

　語の結合要素になったりした揚合に，送りがなのっけ方に変動が生じるか

　どうかを見るために，送りがな関連表を作成した。

　　なお，　この調査は，昭涌31年一年閥の舞雛誌についてのものであるが，

　その結果を現在の状況と比較するために，朝fi・毎日・読売の王紙におけ

　る送りがなの現状を小規模に調査した。（昭和41年1月2？B付の三二の朝夕

　刊全紙面を対象とした。）

　注）　瑞代雑誌90種につL・ての用字調査は，用識蓄馨査のために抽出した標本の3

　　　分の2（全紙爾のほぼ340分の1）について行なったので，ここで「すべての語」

　　　というのは，全体の3分の2の標本に現われたすべての語をさす。

b．漢字・かなの使い分けに関する分析

　　現代雑誌の用語調査で得らオtたすべての語を，語種別，漏調劉に分類し

　たうえで，それらの語がどういう文字で表記されているかを調査し，かな

　書きにされる条件を明らかにしょうとした。40年度は，漢語・外来語およ

　び癩語の一部（代名詞，三門語，感動詞）などについて，一覧表を作成し

　た。

　2　文享使駕の爽態調査

　上記（！）の調査は，書かれた文字資料に基づいて，表記の分析を行なうもの

であるが，園語表記についての問題点を明らかにするためには，そのほかに

実際に文字活動をいとなむ読み手および書き手を対象として，その表記の実

態と：文字や表記に紺する意識を知る必要がある。この見地から，（1）の調査の

結果明らかになった，送りがなあるいは漢字・かなの使い分けに関する問題

点について，B常生活で文字活動をいとなむ機会の多い一般成人を薄象とす

る調査を考えた。今年度は，その準備的調査として，次の二つの調査を実施

した。

a．作文における送りがな調査一日本広報協会主催の「広報セミS一　b一」（昭
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和40．11．　16～11．　20）に出席した聴講生の作文93編を借覧し，実際に送りが

ながどう書かれているか，どんなことばの送りがなが不統一であるかを，

記録した。

b．千葉県広報担当者の集合調査一千葉県下各市町村の広報担当者59人に

対して，送りがなについての実態ならびに意識を調べる集合調査を行なつ

　た（昭和4e．12．7）。この調査は，ペーパー。テストの方法を用い，送りがな

　の実態については，選択肢法と補填法の形式を併用して，各人がどういう

送りかたをするかを見ようとした。また，たとえば「ふだん文章を書くと

　き，送りがなのっけ方について迷うことがあるか」「迷うときはどうする

か」「一つの語について送りがなのっけ方が一定していたほうがいいと思

　うか」などの設問を用意して，選択肢法および慮由記入の形式で答えても

　らった。これは，送りがなというものに対する各人の平素の意識や態度を

　さぐろうとしたものであるQこの調査結果の概要については，下記のE（1）

　の分析結果の記述の中に触れる予定である。

E　今後の予定

（1）現代雑誌九十種の用字調査……4Q年度にほぼ作業ならびに分析を終了し

　たので，41年度にその分析結果を，記述する予定である。

（2）文字使用の実態調査……40年度の準備調査に使用した送りがなに関する

　調査票を再検討し，さらに，漢字・かなの書き分けに干する問題も加えたう

　えで，41年度に本調査を実施する。調査頬象は，文字活動をいとなむ機会

　の多い一般成入（大学生・官公吏・会社員など）約千入を予定している。

（3）戦後の表記法の変遷に関する研究……（1）　（2）の調査と並行して，標記の

　調査の準備にはいる。41年度は，調査項目，調査資料，調査方法などにつ

　いて検討し，42年度以降の調査計画をたてるとともに，必要によって小規

　模の実態調査を準備的に実施する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斎賀）
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国語関係文献の調査

　圏語に関する学闘の一般を知り，あわせて学界の動向や世論の動きをとら

えるために，前年度に引き続き，本年度も，昭和40年1月から12月までの

刊行の図書・雑誌・新聞についての文献調査を行なった。これらの文献目録

はその他の資料・情報とともに，当研究所編『国語年鑑』（昭和41年版）に掲

載されている。

　以下，その各々について分類し，冊数および点数により，大まかな傾面を

示すことにする。

A刊行書の調査

　評語関係の刊行書について，書名・著（編）者名。発行所・発行年月・型。’

ページ数，ならびに内容を調べ，カード化し，総数495冊の分類霞録を作成

した。なお，分類項猛の立て方の変更により一部見出しに移動があるが，可

能なかぎり前年の数を（）内に示して今年のものと比較できるようにした。

　　刊行書の分類とその冊数

L轡一一一箪＿墜岩

鴎語一般

il日語史

　　　　　　］音声・音韻

i文字・表面

語彙・用語

18　（7）

ls　ae

8　（7）

12　（3｝

語彙・用語

人名・地名

…支

1．”．　．

法

区薫三雄一1

｝．左叢∴墨側

1巨i翌狂誓烈
コミュニケーション一般

言語技術（話し方・書き
方）

情報処理

27　騰

6

38鰍
3

5　g＆

9　｛tG）

13　｛6）

9　（8）

マス・・…ケニ捻ヒ／・5⑱

目語国字問題

　　　　　　　@　　　　　　　　　　

爆＿墾．翌．適

一　131　一

國語教育一般

学習指導一般

語彙・文字教育

3磯

11　｛6＞

16　Gco

2　｛7｝



文法教育

聞く・話す

読む・読書指導

書く・作文振導

文学教育

幼児教育

学力調査

その他

観楓その他

　　目同語の研究と教育i

　辞典。用語集i

　　　国語辞典

　　　用語辞典・用語集

　　　特殊辞典

　　　　　　　　　　　　B

　主として当研究所購入の諸雑誌，

などの刊行物から，関係論文・記事を調査し，題醤・筆者・病名・発行年

月・巻弩数およびページ数などを記載したカー一一ドを作り，分類別カー｝咽録

を作成した。採録した論文・記事の総数は2，021点に達したQなお，今回は

連載物などはその題冒について1点を数え，各回ごとに1点と数えることは

しなかった。（）内は前年の論文・記事の採録数であるQ

！　一般刊行雑誌，および大学・研究所等の紀要・報告書類の種別数

　a　一般刊行雑誌（学会誌も含む）……276（197）種

2（0肩　索引　　　　4㈹

2i錨育　、gl、，D
　　　　　　替語学その他　　　　　　15
野辺i辞典・用語集・資料　・・

5〔9）i　　　　繍＝一．撃互⊆勢1｛疑

雑誌論文の調査

　　ならびに寄贈された大学や学会・研究所

口語。国文・誉語ほか　　　　81　（8S　総合誌

方誉。民俗　　　　　　　　12GO　詩歌・芸能

国語問題　　　　　　　　　 5　（8｝　その他（教育・社会学・心

国語教育　　　　23ewn騨ほか）
マス・コミ闘係　　　15aal本年度麟1こはいった雑誌

外国語　　　　　　　　　　　8　（5）

b　大学・研究所等の紀要・報告類……153（101）種

O　（tl）

4　（ti）

59疑1）

69　Qg

なお，調査した刊行物は，主として研究所に寄贈された分（後記，「昭
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職40年度に寄贈された図書」の一覧（2）「逐次刊行物の部」参照）と，当

所購入による下詑の諸雑誌である。

鱗文学角肇釈と鑑賞（釜文堂）

計量麟語学（計黛園語学会）

国語と園文学（東大造語園文学会）

文学・語学（ヨ省堂）

文学（量｝波丁齢店）

購本文学（ラk甥ミ…ki二）

沖縄文化（沖纒文化協会）

民間二二（六人社）

教育（購国社）

作文と上客（百合罎版）

兇意心理（金子轡房）

2　論文・詑事の分類とその点数

園　語　（littt・5”’1

灘二笠－
［瀬語史一一般

訓点資料関係

音．査二十．劃

　
　
　
ン

　
　
イ

降
又
　
　
●

趨

一
　
ト

韻
　
ン
ン

暗
職
ゐ

声
的
ク
一

音
史
ア
ネ

記表難文

　文字・字体

　用字
　表　記

冨彙・用語

煙
し
“賑→彙語

語古

蕉
口
占
”
t季乙滲

鼠
口
斐
健一
了
前演O蕉口一蟹

口

菰
旧来

心
外

㈲

⑳
鱒
　
　
劔
α
鉛
働

鱗
曲
⑬
　
　
働
劔
㈱
⑨
個

37

28

S4

34

T
1
2
11

X
1
5
20

S5

P9

V
3

教育’こ）遣廷（Hン紅文イヒ季｝学案1：）

教育心理学研究（購本教育心理学会）

社会学評論G三i本社会学会）

英語青年（研究社）

時羅瑛語研究（研究祉）

数学セミナー（蕪1本評論新社）

放送文化（［｝本放送協会）

薪聞研究G葺本舗潟協会）

出版月報（出版科学概究所）

掲版指標（出版科学概究所）

学術月報（日本学術振興会）

　　名づけ

　　辞樽。索引

1文　　．法l
ltt　ttt　tttt　t　tt　］

　　文法上の諸問題（現代語

　　法）

　　文法の史的研究

　　敬語法

文章・文体i

　文章。表現一般

　史的研究

古典の注釈i
　　古典注11〈一般

　上古
　　中古
　　中　「匿

　近世
方言．民俗i
”””　’　　　i
　方量～一般

　谷地の方吉
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6　（3）

18　劔

63　C54）

3ri’　（8’1］

18　｛15

rr狽S　（84）

63　en

4　（tl）

18　助



　
　
縄

　
　
沖

部
部
・

　
　
州
俗

葉
西
九

　
　
　
民

Lコミ・ニケご乙鰭」

コミ＝ニケーションー般

　　言語生活

　　習語活動

　　　言語活動一般

　　　書く・読む

　　　話す・聞く

　　情報処理

ミ

i三ス’＝ミュニケーシ・ンー

一般的問題

新　聞

放　送

　放送一般

　ラジオ・テレビ

広告・宜伝

評語国

二三問題一般

表記法

　表記～般

　当用漢字など

　かなづかい

　送りがな

　わかち書き

　横書き。縦書き

　かな書き・ローマ字書

　き

　地名・人名の表寵など

　　　”T”vr”m’1

国語教劃
国語教育一一一一su

　言語能力の発達

国語教育史

学習指導一般

18　aaj

24　ee

9　a3＞

2

”
0
7

9
臼
噌
⊥

4　｛9）

17　ge）

38　閾

46

5　助

9　（54）

24　CSS）

K　eix

7　齢

26・釧L薔

ことばの教育一般

文学・表記教育

語彙教育

文法教育

ローマ字教育

聞く・話す

　聞　く

　話　す

　話しことば指導

読む・書く

　読　む

　読解指導

　読書指導

　書　く

　作文教育・創作指導

　文学教育

　古典教育

　漢文教育

　特殊教育

　学力評価

　照語教科書・教材研究

　語　　学i
“．tLtt．tt　．．．．．　1

　　轡語一般

　　意　昧

　　比較研究

　　翻訳の問題

　　外国語研究

　　外国語教育（学習）

　　各麟の言語問題

匪語・殖遡努．．i

隈　　　．秤i
l　iww一　u．一．．ww．一　ma　．．．　．．

㈹
㈹
㈱
⑳
ω
㈱
個
⑧
鱒
　
　
m
㈹
　
闘
㈲
凶
㈹
働
㈹
㈹

1
9
3
0
8
4
1
7
5
7
6
1
4
5
2
3
3
9
0
1
7

2
1
1
3
　
1
　
　
　
　
1
6
1
　
8
3
1
　
1
2
5

3　av

2　囎

3　｛5）

1　（1｝

5　（1）

6　（3）

10　（9）

　　（2）

34　（S8）

21　（6）

1．e　（3）

32　（81）

般
料～
資
録

料
語
資
天
目

LMt　i評・随　垂－i

一　134　一

32　ez

8　曲

9　aQ）

15　aor

38　駒

18　Be）

16

2e　（9）

i：’／　es

120



L壷＿註ご二一烈

　　冷語（学）その麹

　　方　書

　　冷語教育

　　欝語学その他

1
レ

欝1・？1ρ！3・3§8）慮．

随1＿．＿

　　　　　　　総言r　2，021（2，420）点

C　新聞記事の調査

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜き，それを整理し各月ごとに製本し，

資料として保存し，閲覧に供するとともに，分類別のカード疑録を作った。

カードの記載形式は，見出し語（筆名だけで，見出し語のないものは，その

内容によって，適宜題名をつけた。）・紙名・筆者名・年月日・欄名・行数・

内容の順序によった。切り抜き総数1，749点である。調査した紙名，切り抜

き点数および月劉の切り抜き数は次のとおりである。

　各表の（）内の数字は昨年度の切り抜き点数である。なお，3，新聞記事

の分類とその点数の表で分類項Hに昨年度とは多少の動きがある。そのおも

なもの唖凝戯IL巫藷の堕懲司の囎をたてた・と・

謙醐のと・ろで・三三搬…書く・と（読む・と）二三

1醤劃では・比較研究・をそlt・ぞ滴らたにたてた・とはた・翻の

閾題・噸財亜／から匿譜」・・移した・となどであ・。

1新聞の種類と切り抜き点数

1覚∵1ダ融i欝
・
堂

　　（大阪・名古屋）．

　　読　売

　　　t

ig，i［1（lll　ii

12　（9）

178　（Z25）

　　一　135　一

（大阪）

東　京

東京タイムズ（昨年度
3月まで）

産　経

（大阪）

日本経済

66　（tl）

353　（lr“s）

一一
@（IZ）

133　（1？4）

　s　go
63　（88）



中部購本

西日本

北海道

　　　　　　　　　　　 R

．璽王三一そマ）｛逝i

　　臼木読書

　　読書人

49　（139）

56　剛

122　（102）

33　鯉

33　（76｝

図　書

新聞協会報

教育日本（4月から）

教育学衛（　ク　）

その他

59　鋤

29　囲

18

8

31即
言誕・7蝦1r串97原。、

ジ1 ｩっこの中は地方出版のもの。これは，大阪の山田房一氏ラ名古屋の平晦

伴一一氏などの地方在往のかたがたから，関係記事のあるごとに葱送されたも

の。

2　月別の切り抜き点数

　　　1　N　158（1．59）

　　　4月　　196（176）

7月195（129）

三明　11G（167）

3新聞記事の分類とその点数

2Eg　14e（138）

5月　　126（181）

8月　　148（129）

11Eg　110（171）

3月　　1「t　8（207）

6月　 136（153）

9月　 126（154）

12H　126（133）

噛諮僅『1二般涯

韻音声．
書

「

字
…

！38　｛lsg＞

41　eol

文

文字・表記

活　字

語　　　彙i
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1

　語彙一般

　各種用語

　新語・流行語・隠語

　タト国語●夕紅来語

　辞　書

　問題語・命名

　地名・人名

文 法

文 体i

文体・表記

9　（8）

3　（3）

159　圏
90　（yez）

47　翻
17　（83）

22　wa
68　（g3＞

62　（61）

16　（4）

26　eo

…
一
7

r
↓
ノ

方言一般

方雷と標準語

各地の方書

養、
V
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醤語生活一般

ことばの問題

ことばづかいの悶題

敬語の問題

言　語　活　動

欝語活動一般

話すこと（聞くこと）

書くこと（読むこと）

読　書

こと頽謡測

国　語
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32　Clg
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7　（一）

41　SS
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14　os

30　鱒

59　囎｝



　　表記の問題

　　表出一般
　　当J：目漢字など

　　かなづかい

　　送りがな
　　かな・瀞き

　　横書き・縦書き

　　地名。入名の表詑

　　外来語表記
　　ローーマ1子＝

繍語…姦…育．l
lttttttttttttttttttt．tttmaLltt．．．．　1

　　園語教育一般

　　挙習指導の隣題

　　学習指導一般

　　話す（聞く）

　　読む（読書指導）

　　書く（作文指導：）

　　文学・古典教育

　特殊教育

　視聴覚教育
　　ローマ字教育

25　圏

22　鋤

ll　Q3i

エ　（2）

8　ffgI

rt　（9）

23q騨
6　（8）

9　筋

学力テスト

幼児語教育

言　　語　　学
　　　　　ttttt．．］

　言語一般
　タト里言吾一一般

　比較研究

　翻訳の問題
　夕Sffi．1言吾教育

　外賦語に閃する紹介他

　　　　1．旦杢置蟹！毅．勲旬

29瞼i「ぞ累∵』1∵賜＝ジヨ”ジ
　　　　i””””””一一一’一　’　’　”””’1”””’

11齢
19　醗

37　｛2）

14　（6D・

4・　e

22　樋

g　ege

24　eee

22　騰・

　　　　　　マス・コミー般　　　　　11　（1）

：：　獄　　，講
接鵠　簾’広告　　，鵬

、欄1斑塾廻1　・97・1・8・

2　（4）

1　（4．）

　これら蘭語関係文献頃録の詳細は，他の資料とともに，『国語年鑑』（昭恥

41年板）に掲載したので，ここではふれない。

　　　　　　　　　　　　D　担　　当　　者

　この調査および国語年鑑編集の作業は主として次のものが担当した。

　　橋本圭子塚田菊子中曾根仁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（橋本，中曾根）

　　　　　　　　　　　所外からの質問について

　最初に昭和40年度に電話で受けた質問件数を月別に承す。

］掃

暮ヌ 雅・月…・即月・月・月…・・月・・月…・2月脚・月

716i　411　62
62早E2i・8・・1・・155i5267

3月

57
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　質問の内容は，種々雑多であるが，用字用語についての質問92件，かな

づかい61件，漢字の読み51件，類義語47件，送りがな46件等が比較的多

い質問であった。その他，語源。敬語・ことばの意味・表記のゆれ・同音

語・方言などの質問から漢字の筆順・語感についてなど多方面にわたる質問

があった。

　はがき・封書による質閾は40通ばかりであるが，語源・方醤などのこと

ばに関する質問以外に，研究所の刊行物などについての照会がかなり多かっ

た。中国・西ドイツ・ポーランドなど外国からの質：問もあった。

　電話・手紙による質問以外に，直接研究所に来訪されて質閥する人も多数

あった。

　以上は所員が個入的に受けた質問を除き，研究所に対してなされた質問で

ある。電話での質間に対する応答は，主として露峰裕子が当たった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙田）
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図書の収集と整理

　前年度にひきつづき・研究所の研究活動に必要な研究文献および喬語資料

を収樂，整理，管理した。また例年のとおり，各方面からの寄贈が少なくな

かった。寄贈者各位の御好意に対して感謝する。なお，今年度は，購入，寄

贈とも二三において前年度の五割増となった。また，今年度は図書館が新築

され，書庫，閲覧室，事務室とも，新しいよそおいのもとに出発した。岡時

に，図書室の名称も図書館と改められた。

　昭湘40年度に新しく加えた図辮の数は，次のとおりである。

単行本

雑誌

新　聞

購入　　963冊

寄贈　　322冊

購入　　679冊

寄贈　　813腿

購入　　10種

寄贈　　　3種

年度末における蔵書数（単行本だけ）は，30，695冊である。 （見坊）

　　　　　　　　　昭和4G年度に寄贈された図書の一覧

寄贈旧名（五十音順，敬称賂）　図書名

　1単行本　（）内は編著者が寄贈と異なる揚合の編著者名。＊は抜き刷り。

阿達　義雄＊「柳多留における紋章吟」

陶部古雄　「EI本朱子学と朝鮮」

愛知学芸大学潔1書館　「漢籍ri録」

井上　寿老日置語の論理」（上）（i，1’i）

井上　敏夫　r作文教育と遠足との関係」

英　紹唐　「文鳥・夢十夜σ恥｝：台湾大学f’i語用本）」

愛媛国語園文学会　「南予文学一一古代中駐篇・…一」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎

遠藤　i嘉基　「欧洲紀行」

遠藤　好美　「青森のことば」（読売新聞社青森支局編）

大阪女子大学　「後撰和歌集総索引」

大田栄太郎　f富山累方誓集戒稿　七」（審山市教育研究所編）「越中方誉の諸相」

太田　武男　r家族法判例集成　追録1」

岡山累教育研修所　「rl＝1学校購語科における読解指導法改善のための実践的研究」

岡山大学図書館　f蔵轡R録　第一巻」

災村　三雄＊「上方洒落本における文末敬語法」寧「方言と共通語にける文法的対応」

樺島　忠夫　「文体の科学」「表記体系の分析」

橘田　広岡　「INSATU－MOZ王」「TIZU　TO　R6M：AZI」「TIK：AGORO　NO

　TY倉GOKU」

京都大学人文科学研究所　「東洋学研究文献類駒（昭和37年度）　「唐代の謎篇　第

　＝二冊」

岐阜県教育委員会　「全国小学校学力調査報告書　昭和39年度一岐阜県一∫全国中学

　校学力調査報磯馴　昭和39年度一肢阜県一」「岐阜県小学校学力追跡調査報告

　書　昭和39年度」

窟内庁書陵部　「看聞日記紙背文書・瑚記」　「御三籔渡庄鳥指」

桑原　秀夫　「精薄児ト　タイプライタ’一　」

グロ・・一叢ース　rモグラのしっぽ」

慶応論文化破所「THE　CONCEPT　OF　BELIFE　IN　ISLAMIC　THE9－

　LOGYI（TOSHIH工KO工ZUTSU）

神戸市教育委員会　「作文指導のために　小学校編（2）3「書くこと（作文）指導のため

　に　中学校編」

神戸大学図書館　「雑誌R録」

園田基督教大学　「MOI）ERN　JAPANESE　FOR　VNIVERSITY　STU－

　DENTS　PART　I　J　一一　（WRITING）－－l　r　一一（EXIPRESSION　AND

　STRUCTURE）」

国立近代美術館　「麟立近代美術館所蔵晶R録　1964」

闘立国会図書館　「諸問屋名前縦　細田　四」　「御仕撮例類集　細目（上）」

此島　A．三年＊f下北方言語法考」
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小林　芳規＊「鎌倉時代語史料としての草稿本教行信証古点」＊i’t－i＝r世語史料としての

　高山寺蔵古徐来」＊「漢籟の古黙本に絹ゐられた濁音符」

小寺佐和子「こどものあそびことば」

佐藤喜代治＊「アメリカにおける日水語の教育と研究」

佐藤　　茂　「古活字販露玉篇和酬索引」　＊「古活字版和玉篇和訓考　その二」　「あゆ

　ひ抄・かざし抄　里需索引」＊「語彙分類の基本的悶題」

佐藤　　亨　ド岩手県北上市二子町プヲ言の研究」

佐藤　丈治　「気仙ことば」

坂1＝｝　蔵司　 「巨覇語と日隠語」

さるびあ出版　「鑑賞　奥の網船」（内山一也）

塩瀬　真八　「八王子の方言」

渋谷　孝f和泉式部日記の世界」

下関市立文洋中学校　「木工教育全領域の再検討とその推進」　「　ク　（第2年次まと

　め）」

史　料　館　「史料目録　第十一・集」

白石　大工　「例解辞典」

鈴木　長治　「鬼首地方植物名方醤」

成城大学r紀念論文集」

園野　　克　「宮廷関係記事用語集成」（束京朝日新聞挫）

高羽　四郎　「助動詞‘‘る”の用法（後半）」

高森　邦明　F作文教育の探求：」

竹岡　正夫＊「文章解釈法の国語学的考察」

1工1口　孝之　「談話文の構造分析」（1），②

塚本　　巌　「k中町の電鍵しらべ」

土本　哲郎　「作文の用語分析　（1）」

寺田　泰政＊「奥遠州水窪町のアクセント」

天脳鋤・富盛瞬遡峯瞬・瀦鱗館）曝曝本騒真）・欄・（善本写真集　25）

東京大挙騨語国文学会　r強熱磁文学研究文献目録（昭和39年）」

東京大単史料編纂所　「大EI木史料」1編14，2編15，6編35，11編13，「大日木古

　文書」　家わけ18，幕末外團関係文轡5，「大日本近世史料」　唐通事会所目録6，
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　諸問屋再興調　6，柳當補任　5，6，幕府書物方日記　2，市内取締類集　5，「大

　1－1本維新史料」　井伊家史料．4，「臼本閃係海外史料巳録」　3，13，

策京天理教館　「芭蕉」（天理ギャラリー　第14圓展）

東京都教育委員会　「教育棚談　第2集」　「道徳の指導　第3集」　「図書館資料・視

　聴覚教材整備と管理（小学校・中学校）j　r教育課程編成要領（盤学校小学部）j　r東

　京都教育統翫年鑑（昭和38年度）」

東洋文化研究FTf「新収和漢図書§録」19，20，　f増加洋書匿録」1961～64，

徳島県中学校教育研究会国語部会　「国語とくしま読解指導　第1集」

栃木高等学校国語科　「文語文法の指導上の問題点とその対策」

富山県教育研究所　「児童の文章意識の発達過程に園する調査研究」

富山大学i叉；書館　「増加1采｝書目録」（昭禰39年度）

豊浦　国夫　＊「清朝の長話衙門と筆帖式」

中島　一葉　「肥後狂句」

長須　jE文　「短詩型文学教材の検討と教育の悶題」

名古屋市教育館　「子どもと家庭」

奈良館山文化財研究所　「平城宮発堀調査出土木簡概報」（三）　「俊乗房重源　史料集

　成（小林剛編）」

菌岡　敏夫　「粗面音感考説」

【ll本新聞協会　「1昭和4ま年　新聞期語集　別｛；讐」

LI本方習研究会　「第1圓研究発表会j

t1本放送協会　「全騨方言資料」　7，8■　園民生活時圏調査　資料編」v　rlヨ木放送

　史」　上巻，下巻，別巻，「アイヌ伝統音楽」「匡眠生活時閲調査　資料編」夏　（昭

　和40年度）　「テレビ・ラジオ番組聴視率調査　（全国’地プil別結果表）」

野口　幸雄　「西酒屋方蕎の音韻」

野地　潤家　「西尾実先生著述蟹録」

野林　］／E路　＊「北九州地方における吸着語」響チョムスキーの文法理論」

土蔀　弘＊「文章意識の発達。第3報」

浜田　　敦　「弘治五年　朝鮮板　伊路波」　（京都大学圏文学会）　「臼本審語の研究」

　（京都大学国文学会）

漂　　栄一　＊「R本霊異記の文体と訓読」
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H野資純＊「「ましじ」の研究史における「山口秦」の位鷹」

広島大学謎語教育研究蜜　「学習能率化のための基礎調査報岱書」

深谷　紅血　「読解指導と文章論」

藤村　　隆　＊「香Rl県における「ジャンケン用語」の調査報告！

藤原　与一　「AD王ALECT　GRAMMAR　OF　JAPANESE」

北辰K．K：．　「小学語文」　（倉石武四郎）　「中磁語のくみたて」　（倉石武四郎）　「東京

　　　北京」　（全訳本）　「中国語　どういえばSl　Lzか」　（長谷川寛）　「中国語の話し

　方」　（牧治雄）

北海道学芸大学図書館　「和漢書増加臼録（昭和37年度）」

馬瀬　良雄　＊fもんぺの方誉」師濃・山村の児童生徒をめぐる生活環境調査」

三上悠紀夫　＊「『歎異紗』の国語学的研究」

明治神嘗　「新雨　昭憲皇太后御集」

森　　　亮　＊rif海潮音』の声調」（律動篇）　＊「勿（諸韻鯖）

文　部　省　「学術用語集（論理学編）」　「全国掛学校学力調査報告書（昭和38年度）」

　「全国中学校学力調査報膏書（昭和38年度）」

安末　美典　「文章心理学の手びき」

矢作　春樹　＊「語法における共通語化の難易度とその問題点」　＊「方言語法の実態と

　共通語化の問題点」

山口　幸洋　「静岡県本川根幽幽の文」

山崎　久之　＊「江戸前期文語の待遇表現◎」

山梨大学図書館　「雑i誌B録　第一版」

屋比久　浩　＊「イックー」と「ワッター一　」＊「沖縄における言語転移の過程について」

　＊rSTUDIES　ON　SOKE　DIALECT　ij

横浜市立仲尾台中学校　「中学校教科経営j　r岡語・祉会」　「学習指導案」

吉野　　忠　＊「おあんはなし（おあん物語）」＊瞭おあんはなUとその言語」

　2　逐次刊行物（おもなもの）

愛知察立女子大学　「説林」14　「紀要」エ6

朝H放送K。K．　「放送朝虹　1雛～141

明日香社　「明認香」311～322

いずみ会「IZUMIj　63～64
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印鰯学会「印励雑誌」48－4～1249－1～3

宇都宮大学　「学芸学部研究論集」　13～14

愛媛県教育研究所　「紀要」42～47

愛媛大学「紀要」10「愛媛麟文研究」15

大分大学学芸学部　「研究紀要」2－5　（A，B）

大阪学芸大学　「紀要」　A13，　C　6　f学大麟文」　9　「国語と教育」1965

大阪市立大学　「人文研究」16－2～11

大阪大学f文学部紀要」11～13「語文」25

大阪府科学教育センター　「研究報欝集」　17，23

大下学園「研究紀要」8～9

大谷大学「大谷学報」43－4，44－1～4「研究年報」16

お茶の水女子大学　「人文科学紀要」　18　「国文」　23～24　「附属高等学校紀要」　101

学　燈　社　「国文学」　10－6～15　11～1～4

鹿児島大学　「教育学部研究紀要」　16　「薩摩路」　10

金沢大学「教養部論集」2「法文学部論集」12～13「教育学部紀要」13～14

カナモジカイ　「カナ　ノ　ヒカリ」　514～525　「モジ　ト　コトバ」　263～273

関西学院大学　「人文論究」15－3～416－1～2「臼本文芸研究」16－3～417－1

九州大学「語文研究」19～20「文学論輯」12

京都学芸大学　「紀要」　A，B　26～27

京都女子大学　「女子大国文j37～40

京都大学「文学部研究紀要」9「教育学部紀要」11「教養部人文」12r人文

　科学研究所　紀要」41　「　！一　調査報告」21rZINBUNj　8「国語国文」368

　一一378

京都府立大学　「人文」16～17

金城学院大学　「論集」28「金城国文」31～33

嘗　内　庁　「書陵部紀要」16～17

熊本大学　「教育学部紀要」13－1～2

訓点語学会　「訓点語と訓点資料」30～32

高知大学「学術研究報告」14－8～9　「国語教育」13

甲南女子大学　「研究紀要」　1　「甲南国文」13
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神戸市外国語大学研究所　「神戸外大論叢」　76～81　「研究年報」　2　「外圃学資料」

　15

神戸女学院大学　「論集」34～36

神戸大学r研究」35～36r教育学部研究集録」33～34「教養部論集」1

語学教育研究所　「語学教育」273～275

欄学［兜大学　 「国学【塊甕雛誌」　66－2。3～12　「疑1語研究」　20～21

1ヨ翼語学会　　「国語学」　　60～63

罵語問題協議会　「会報3　28～32

匿郵立教育研究所　　「紀要」　　45～46

駒沢大学「駒沢磁文」　2～4

「古典と現代」の会　「古典と現代」22～23

佐賀大学　「人文紀要j　1　「文学論集」　6

相模女子大学　「紀要」21～23

静隅｝県立教育概修fTf「教育研究」28～30

実践国語研究所　「実践圏語」　303～316

実践女子学園　「実践文学」25～27

信ミ農教嚢ド会　　「｛言ミ農教育」　　941～952　　「教育掃看究所年L幸畏」　　8

島根大学「論集」15r山陰文化研究駈紀要」　6

上智大学「ソフィア」14－1～4

昭和女子大学光葉会　「学苑」304～315

信州大学「文理学部紀要」14「教育学部紀要」14「教育学部研究論集」16

成城大学「成城文芸」38～41

全日本CM協議会　「CM研究」19～20

大　　噛修≡　館　　「英諮教育」　　14－2～12，　15－1

大東文化大学　「紀要」　3　「束洋硫究」11

中央大学「文学部紀要」17～19「中央大学国文」　8　「教育学論集」　7

に｛コ葡語学宿F究会　　「f＝粋匡1語学」　　149～158

地域社会研究所　「コミュニティ」　5～7

秩父市教育研究所　「秩父教育」　36～37　「教育研究」　23

天理大学　「学報」47～50　「山辺道」11～12　「中文研究」　5～6　fビブリア」
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　30”一32

東京教育大学　「文学部紀要」52　f教育学部紀要」11　「社会科学論集」12　「国

　文学　言語と文芸j　38～44　「教育研究」　20－5～12，21－1～4

東京女子大学　「比較文化研究所紀要」19～20　「比較文化」12　「日本文学」　22～

　25

東京タト匡1語プく学　　「論多終」　12　　「語学石汗究所所報」　　5～6　　rH本語教育」　　4～7

東京大学「教育学部紀要」　7　「断聞研究所紀要」13「東洋文化研究所紀要」

　35～37　　「顕扇語靭チ究室」　　4

煽惑都立大学　「人文学報」43～49

統計数理研究所　「彙報」　22～23　「研究リポート」　13　「統翫研究通僑」　8

1司出社大学　「人文学」74，76，80　「文化学年報」14

東北大学　「文学部研究年報」　15　「教育学離研究年報」　13　「：東北文化研究室紀

　要一」7「国語学研究」5

東洋大学「大学院紀要」　2　「文学論藻」3e～32「王朝文学」10～12

徳島県教育委員会　「教育月報」182～193

中沢　政雄　「国語教育科学」51～60

永江　秀雄　「若越郷土研究」　10一　6，11一一　1

名古屋布教育委員会　「研究要録」　昭和39年1～3

名古屋市教育館　r研究紀要」　39－1～4

名吉屋大学　「文学部概究論集」　13　「教育学部紀要」12　「教養部紀要」　9～10

　「欄武闘文学」　16～17

新潟大学「人文学部人文科学研究」26～30「教育学部高田分校研究紀要」9～

　10

藍本英文学会　「英文学研究」41－2　42一支　1966（英文号）

ξi本エスペラント学会　fエスペラン1・　」33一　1～4，6，8，1G～1234一　1～3

R本音声学会　「会報」　117～119

日本学＝ヒ院　 「紀要」　22－2～3

R本言語学会　「言語硝究J　47～48

日本語普及会（ブラジル）　「日本語普及会だより」　2～16

籔本女子大会　「国文目白」　4～5

　　　　　　　　　　　　　　　　一　146　一



M本大学　r語文」　21～22　「人文科学研究醗高高紀要」　7

臼本のロPm一マ字鮭　「R6MAZI　NO　NIPPONj　150～160

日本文学教育連盟　「文学教育」　2－1～3

［1本文学研究会　「文学研究」　21～22

日本文芸研究会　「文芸研究」50～52

El本文芸学会　「目木文芸学」　1－2

1山本文体論協会　「文体論研究」　6～7

臼本放送協会　f文研月報」　167～178　f放送文化研究翫年報」　10

日本民俗学会　「会報」38～43

降本民族協会　「民族学研究」29－3～4　30－1～3

肥1本臨床心理学会　「クリニカル　サイコロジスト」　5～10，13

fEl本ローマ字教育協議会「ことばの教育」139～149

広島大学　「文学部紀要」24－1～3　「教育学部紀要」　14　エ963　（英文）　「プゴ

　雷研究会会報」　9　「国語教育研究」10　「国文学放」36～38　「中世：文学」　31～

　34

表現学会　「表現研究」　1～2　増刊号

福ナトプ〈学　　「学…芸学藩郵糸己要」　　14～15

こ口大使館文化交換局　「臼米フォーラム」　11－4～12　12－1～3

方欝研究圃好会　「土佐方言」　9～11

法政大学　f文学部紀要」　10　「教養部研究報告」　9　「日本文学誌要」　12～13

北辰K．K．　「中岡語」　73～74

北海道学芸大学　「紀要」　15（A，B，　C）　「人文論究」25　「語学文学会紀要」3

　「学術文献収報」　40～48

北海道教育研究豚　「研究紀要」　44～49

北海道大学　「教育学部紀要」　11　「外国語・外繭文学研究」　12　「国語国文研究」30

　・一32

万葉学会　「万葉」　55～58

三毛山県教育得チ究所　　「掃F究紀要」　　50～53

明治図謝と1版K・K・　「教育科学　国語教育」78～90　「児言研国語」　4～7

文　部　省　「指定統計」13　「世界教育調査速報」22～23　「初等教育資料j183～
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　195　　「中等考曳育資寒斗」　　178～191　　「教育調査」　　66　　「教育統言拳」　　93～99　　「統書翫速

　軸　107～111

仏教大学「研究紀要」47～48

泊形県教育研究所　「1！E形教育」　1eg～110，112，114

山形大学「紀要」（入文科学）　6－1　（社会科学）　2－3　賦語研究」16

掬口大学　「教育学部研究論叢」　14－1～3　「文学会志」　16－1～2

山梨県立教育研修所　「研究報告書」　昭和39年度　エ～5

山梨大学「学芸学部研究報告」15「国文学研究論集」　2～3

立教大学「日本文学」14～15「心理・教育学科研究年報」　7～8

立正大学攻学部論叢」21～23

立命館大学　f立命館文学」232～245　「論究口本文学」　24～26

龍谷大学　「国文学論叢」　11～エ2

早稲田大学　「国文学概究」31～32　「学術研究」14　「史観」　71～72　「日本語教

　育」　1　「平安朝文学研究j

CENTRE　INTERNATIONAL　”E　DIALECTOLOGIE　GENERALE
　“ORBIS”　13－2，　14－1

UNIVERSITY　OF　LONDON　“BULLETIN　OF　THE　SCHOOL　OF

　ORIENTAL　AND　AFRICAN　STUDIES”　28一一1一一3
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　　　　　　　　　庶　　務　報　告

　　　　　　　　　　　A　庁舎および経費

　】庁　　　舎

所　　　在　　東京都北区稲付西山町

敷　　　　　　土Lb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，030．11　M2

建　　　物

　本　　館（延）　鉄筋コンクリートニ階建　　　　　1，576，54腔

　付属建物（延）　　　　　　　　　　　　　1，738．65M2

　國　書　館（延）　鉄筋コンクリート平家建書庫積層（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　213．84　M2

電子計算機室　　新営　鉄ma　tンクIJ一ト平家建　　　118．96　M2

　2経　　　費

昭和4e年度予算総額　　　　　　　　　　　　　　　　94，460，0GO円

　　人件費　　　　　59，666，000円
　　事　　　　業　　　　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34，794，0001iiEI

照稲40年度文部省科学研究費　総舎研究　　　　　　　　945，000円

　　　　　　　　　　　　　各個三三　　　　　　　　333，000円

li召和40年度施設設備費（電子計算機室新営）　　　　　　6，655，000円

下和40年度各所修繕費　　　　　　　　　　　　　　　2，468，000円

　　　　　　　　　　　B　評　議　員　会

会長　久松潜一　副会長　有光次郎
　阿部吉雄　石井良助　伊藤忠兵衛
　桂　寿一　高津春繁　佐伯梅友
　佐々木入郎　　沢田慶輔　　中島文雄
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中　村光　夫

西脇順三郎

武藤俊之助

三
雄
造

健
菊
勇

井
田
本

永
細
山

西
前
横

尾

田

田

三
徳
実

　
義

C　組織と職員

　1定　　　員

教　　宮　　35　　　　事務官　　14

　2　組織および職員

飼立露語研究所

　第1研究部

　　話しことば研究室

書きことば研；究室

地方出語研究室

第2研究部

　国語教育研究室

名
長
長
長

職
所
部
室

室長

室長

常
　
長
長

非
勤
部
室

その弛　23

氏　　名

岩淵税太郎

林　　　大

宮地　裕

鈴木　重幸

衛藤　蓉子

見坊　豪紀

西尾　寅弥

宮晶　達夫

橋本　圭子

高木　翠

林　　　大

上村　幸雄

野元　菊雄

徳川　宗賢

加藤　正僑

白沢　宏枝

W．A．グ
ロータース

輿水　実
芦沢　節
村石　昭三

根本今朝男

天野　清

計　72

備 考

40．4．1　話しことば研究室長
　に昇任させる

40．4。1主任研究官

40．4．1　地方言語緕究室長事
　務取扱を免ずる

40．4．1　地方言語研究室長に
　昇任させる

40．9。19　休職（英国出張期腿
　満了，同地に滞在）

40．4．1　採　用

40．4．1　主任研究官

40．7．1採用
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欝語効果研究室

第3研究部

　近代語研究窒

　古代語研究箋

　開設準備室

第4研究部

　第1資料研究室

第2資料研究室

職名

室長

長
長
部
室

蒲

纈
鑛

室長

氏　　名

川又瑠璃子

福田　昭子

高橋　太郎

大久保　愛

屋久　茂子

山田　巌

永野　賢
進藤　咲子

中曾根仁
牧野　正子

山山　厳

広浜　文雄

大石初太郎

林　四郎

石綿　敏雄

備

4e．　4．　1

　昇任させる

40．　4．　1

　置換する

考

言語効果研究室長に

書庫効果研究室に配，

41．3．31辞職

南　不二男

田中　章夫

松本　昭
柴崎　香苗

露峰裕子

小林さち子

本多レイ子

飯豊　毅一一
　　　　　ko．　4．　i

渡辺　友左

高旺i正治

塚田　菊子

市橋　孝子

河東はるみ

1芥川豊子
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4G。　4．　1　　辞　　三職

40．　4．　1

　させる

4e．　4．　1

　配置換する

40．　4．　1

　置換する
40・4．1　主任研究官

40．　4．　1

　1置換する

　ク　　　　　　　　　ク

　ク　　　　　　　　　ク

擬姓吉村　　　ク

第4研究部長に昇任

第1資料研究室長に

第1資料研究室に配

第1資料研究室に配

40・4・1　第1資料研究室に配．
　澱換する

　　　　第2資料研究釜に配
　澱冠する
40．4．1主任研究官

40．　6．15　　舌華　　1駿

40．4・7　第2資料研究塞に配
　澱換する

40．8．1採用



第3資料研究室

言語計量調査室

庶務部

庶務課

会欝課

i図書館

名
長
職
室

長
⇔
室
ω

部長

課長

畏
佐
課
補

長
長
佐

課
題
補

長
の
館
④

騰骸子

氏　名i

斎賀　秀夫

土屋　信一

菅野　裕子

林　　四郎

斎藤　秀紀

中野三千子

羅騎源之助

宮沢　武力

三島　良兼

鹿島　　巌

名古画慣太鄭

鈴木　三二

後抽　　博

根岸俊代子

斎藤　恭子

出牛清次郎

偉藤　仲二

三浦　清伍

渋谷　正則

鈴木　　亨

筒井　士郎

岡本　まち

金田　とよ

加藤　雅子

中村　佐仲

安藤信太郎

船倉　正章

見坊　豪紀

一152一

備 考

40・　7・IL5　　辞　　理轟

40．7．1採用
40．　「7．16　　第3資＊斗瀞F究釜eこ再己

　置換する

40．10．1　書語計量調査室長に
　併任する

40．10．1採用
40．5，1採　朋
40・10・1　言語誰量調査室に配
　澱換する

40・4・1　宇都宮大学事務局長
　に配置換する

40・4・1　庶務部長に転任させ
　る

40・4・1　金沢大学学生部次長
　に昇任させる

40．　4．　1　　庶務課長｝こ昇任～きせ

　る

41・3・31辞職

40．　4．　1　　鶏書館長兼務



　　　　　　　　　　　職名　氏　　名　　　備　　　　　　　　考

　　　　　　　　　　　（併）　鈴木　篁二

　　　　　　　　　　　　　莞賀清一郎

　　　　　　　　　　　　　大塚道子

　　　　　　　　D　地方研究員全国協議会の開催

　昭和40年11月9B，10日2日間にわたり，当研究所におけるF日本言語

．地図作成のための調査」に尽力された地方調査員をまねいて，同調査につい

ての経過報告と協議とを行なった。

　なお日程等は次のとおりであった0

　1　主　催　　園山国語研究所

　2揚　所　　匡1立国語研究所大会議室

　3　日　程

　　　　第1H　11月9日13時開会　司会者所員上村幸雄

　　　　　“め　い　さ

事　務報

　報　　告

つ
告
1

所長岩淵悦太郎
第一研究部長林大
「H：本言語；地図作成のための調査」の経過と出

版計画について　　所員　徳　川　宗　賢

○討　　　　議

　報　　告　2　　検証調査についての報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　所員　加　藤　正　儒

○討　　　　議

　報　　告　3 調査結果の一部について（原図供覧）

　　　　　　　　所員　徳　Jil宗　賢

　　　　　　　　所員　加　藤正　信

第2日　11月10日10時再会

　　　　　　　　　　司会者　第1研究部長　林
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報　 告本年度委託の報告書に間して

　　　　　　　　　　　　　　　　　所員上村幸雄1

「○討　　　議　　（今後の方言研究について意見交換）

　　閉会あいさつ　　　　　第1研究部長林　　　　大、

　　　　　　　　（12　時…閉　会）

　
吉
雄
也
信
治
夫
雄
民
実
輔
一
淳
重
郎
夫
雄
秋
世
俊
助
男

　
青
谷
山
面
堀
杉
奥
西
和
岡
村
広
岡
虫
村
富
近
杉
土
三
二

域

地
野
阜
知
重
璽
重
都
良
阪
庫
庫
山
取
根
語
出
島
島
川
媛
知
岡
賀
崎

当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌

語
　
長
　
岐
　
愛
　
三
　
三
　
三
　
京
奈
大
兵
　
兵
　
禰
鳥
鷹
島
　
岡
　
広
　
徳
　
香
　
愛
　
高
　
福
佐
長

氏　名
五十嵐三郎

長谷廻清喜1

石垣福雄
柳島正年
小松代激一

北条忠雄
後藤利雄
佐藤亮一
三浦芳夫
金沢直人
多々良鎮男

上野　勇
江原　嚢
加藤信昭
後藤和彦
馬瀬良雄
斎藤義七郎

N野資純

盛
茂
夫

隆
　

茂

井
藤
水

岩
佐
清

　
員
　
究
域

　
概
　
地
　
道
　
道
　
道
　
森
　
手
　
田
　
形
　
形
　
島
　
城
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　　撞当地域　　　氏

　　長崎　　　蓉　島

　　熊本　　　秋山

　　大分

　　欝騎　　　旛　ホ

，出席者

　（2）研究所

　　所　　　　長

　　第1研究部長

　　第2研究部長

　　第3研究部長

　　第4研究部長

　　（目II）地方言語研究室長

　　地方署語研究室

　　書きことば研究霊

　　庶務部長
　　庶務課長

　　　　　　　　　E

　　　名

　　　　宏

　　　正次
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覆当地域
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れ入け受生学留地内

　氏　　名

上村孝二
仲宗根政善

外間守善

　全国都道府県から内地留学生を受け入れ，研究の便をはかった。次にその

氏名研究題擦などを掲げる。

銭　名　　 単　　　校　　　研究題目　　研究期問
千葉　勲　　徳島県…妊郡三加茂町立　　学習の近代化とそ　　昭和40・4・10から
　　　　　三庄小学校教諭　　　　　の譲練　　　　　　　ク　10。　10まで

牧田　常雄　　長崎県西彼杵郡長与村：立　　語句指導の研究　　昭和40．7・26から
　　　　　長与小学校教諭　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　8．7まで
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氏　　名

神代　克彦

藤田伝右衛

永田　重明

飯島　典入

松田　幸雄

谷口　静子

1965・　5・14”一15

5・　18’一19

5・　27　”一　28

　　　5．　28

　　　5．　28

1965．　6．10一一11

　　　6．　22’一23

　　　7．13

　　学　　　　　校

長崎累諌早市立有喜小学
校教諭

長崎県福江市立翁頭中学
校教論

長綺県南高来郡有家町立
小学校教論

長崎県南高来郡布津村立
布津中学校教諭

長崎梨長崎市立伊良林小
学校教諭

憲山梨中新規郡上市町市
上市中央小学校教諭

　研究題目

国語の学力を伸ば
すための技能捲導

作文を通じての国
語の力を伸ばす具
体的研究

読解における語句
振導

学力をつけるため
の国語学習につい
て

作文における構想
指導

学校研究課題に位
潭1ついた匡1語研究
物語文説明文の読
解指導について

研究期問
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　　　　　F　B　　誌　　抄

eg　34回関東甲信越地区各国立大学，所轄機関庶務部課長会議（早早

工業大学で）

賦立学校および所轄機関等庶務部課長会議（東京大学で）

第24圏文部省所轄ならびに国立大学附羅硯究所長会議（瞬本学術会

議で）

文部省燐轄研究所長会議（プリンスホテルで）

贔川区立荏原第四中学校晦整準野外4名研究所見学

第16囲文部省所轄機関事務協議会（草津大阪屋で）

長崎県島原市立第四小学校梅林教諭硫究所見学

第58回国立国語研究所評議員会

議　事

　1・昭和40年度研究事業について

　2・昭和41年度の予算要求について

　3．その他
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7．　19

7．　24

9．　28　’一　29

9．　30

10．　19　一一　20

10．　20

10．　25一一26

11．　4

11・　8”h一　9

11．9～主0

11．支1～12

11．　18

11．　29

12．　7

　　12．　20

1966．　3．　9

3．　25

人事院任用監査

　鑑査官　和田係長　山末事務官

京都女子大学国文学科学生65名研究所見学

第18園文部省所管研究所事務協議会（東北大学で）

各省薩轄研究所長連絡協議会（気象庁で）

第35回関策甲信越地区各園：立大学・所轄機関庶務部課長会議（千葉

大学で）

千葉県船橋市国語研究部長　営崎展外40名研究所見学

文部省所轄研究所長会議（緯度観測所で）

文部省会計監査

　監査官　伊藤係長　今井事務官　斎藤事務官

第16回文部雀所管研究所第3部会事務協議会（奈良国立文化財研究

所で）

思立暗語研究所地方碕究員全国協議会（大会富強）

文部雀所轄ならびに麟立大学附置研究所長会議（京都大学経済研究

所で）

富崎県都城市県立南丘高等挙校福井教諭外1名研究所見学

埼玉県此企郡玉川地区麟語研究部長野口教論外14名研究所見学

第59回国立国語研究確評議員会

議　事

　1．研究事業の中間報告について

　2。麟立国語研究所組織規程の一部改正について

　3．その他

創立記念βの詑念講演　講師　佐々木評議員　（研究所会議室）

会計検査院　会計検査

　検査宮　高野副長　田所調査官　山城調査官

第60回国立岡語研究FTf評議員会

議　事

　1．昭和40年度の研究報告について
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2．昭和41年度予算の内示について

3・電子計算機について

4．その他
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昭和41年11月

国立国語研究所
　　　　東京都北区稲付西由町
　　　　電話東京（900）3111（代表）

UDC
NDC
413＝956
　　81　4．5

o囎
　本書の市販贔発行所
東京都新宿区市ケ谷左内町39　（260）5281

　　　株式会赴　秀英揖版



国立国語研究所刊行書

国立国語研究所掌報

　　　1～16　　（昭禰24年度～昭和39年度）
国立国語研究所報告
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国立国語研究所資料集
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国語関係刊行書9（昭和17～24年）
語　　　　彙　　　　調　　　　査
　　一現代新關罵語の一例一

送り仮名法資料集
明治以降国語関係刊行書図（秀英鐵版田　￥300．00）

沖　縄　語　辞　典（大蔵省印捌局刊　　￥2，　500．　oo）

分　　 類　　 語　　 彙　　
表（秀英田版β！　￥900．oo）

国立国語研究所論集

　　　1ことばの研究　　　2　こ　　と　ば　の　研　究第2集

国語年鑑
　　　　　　（昭和29年版）（秀響鵬）

　　　　　　（昭和30年版）（秀翻翻）

　　　　　　（昭和31年版）（秀魏鵬

　　　　　　（昭和32年版）（秀欝誌）

　　　　　　（昭和33年版）（秀欝認）

　　　　　　（昭和34年版）（矯飾翻）

　　　　　　（昭和35年版）（秀魏翻）

　　　　　　（昭和36年版）（秀翻翻）

　　　　　　（昭和37年版）（秀餐魏醍）

　　　　　　（昭和38年版）（躍層翻）

　　　　　　（昭和39年版）（秀欝瀦）

　　　　　　（昭和40年版）（妻蟹腰甜）

　　　　　　（昭和41年版）（饗翻）

高校生と新聞腎癌1醜雲嬬（秀英｝M版刊　馨280．00）

青年とマス…ニケーシ・ン懸認駿釜嬬（金沢轡店刊　Y280．00）
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